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午前９時00分開議 

○議長（松山 力弥）  おはようございます。今日は一般質問となっておりますけども、今日は傍

聴者の方がたくさんおいでくださっています。９月議会から傍聴を再開したわけでございますけ

ど、今日が、一番多いんじゃないかなと思っておりますが、商工会女性部の皆さん、ようこそ傍

聴ありがとうございます。議会議員の向上のためにも、今日お帰りにはアンケートのほうを必ず

提出いただきますようお願いいたします。よろしくお願いします。 

 これから本日の会議を開きます。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩

日程第１．一般質問

○議長（松山 力弥）  日程第１、一般質問を行います。 

 順番に発言を認めます。２番、男澤一夫君。 

○議員（２番 男澤 一夫）  おはようございます。２番議員、男澤一夫です。質問の前に、一言

イルミネーション点灯式について述べさせていただきます。 

 １２月５日に、第三小コミュニティイルミネーション点灯式に参加いたしました。出席いただ

いた平松町長から温かい祝辞、須恵高校吹奏楽部によるすばらしい演奏、かわいいダンスで盛り

上げていただきました。カウントダウン後の点灯のときには、たくさんの歓声や皆さんの笑顔で、

この事業の成功を感じました。コロナ禍で行事が中止になる中、地域の皆さんに喜んでもらった

と思っております。事業を推進されたまちづくり課、３つのコミュニティ事務局、協力いただい

た皆様に改めてお礼申し上げます。ありがとうございました。 

 それでは、通告に従いまして、人口増加に伴う環境変化対策はということで質問いたします。 

 須恵町は、豊かな自然に恵まれ、福岡市にもアクセスがよく、人口増加、宅地化が進んでいま

す。今後も大規模な宅地開発や高層マンションの建設なども考えられます。自然と調和した町を

目指し、心から「住みたい」、「住んでよかった」と思える町を築いていくには、計画的な都市

形成を行うことが必要です。 

 緑豊かな自然を維持し、先住者の居住環境を守るため、周辺環境状況と調和した建築物の制限

など対策が必要ではないでしょうか。 

 質問１点目、住宅開発など、地域住民の方への事前説明は十分なされているか。 

 ２点目、先住者の景観や日照など、居住環境は保全されているか。 

 ３点目、豊かな自然を維持するため、現段階で建物の規制はあるのか。 

 以上、３点をお尋ねいたします。 

○議長（松山 力弥）  世利都市整備課長。 

○都市整備課長（世利 昌信）  おはようございます。それでは、早速お答えさせていただきます。 
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 近年、我が町は議員のおっしゃるとおりでございまして、なおかつ周辺市町に比べ、地価が比

較的安価なこともあり、都市部からの移住等により、宅地分譲や集合住宅の開発が増加している

ところでございます。 

 議員が懸念されているように、今後、大規模開発や高層マンションの建設も十分考えられます。 

 そのため、第６次総合計画にもうたってありますとおり、自然と調和した計画的な都市形成が

重要だという考えの下に答弁させていただきます。 

 さて、我が町では、山間部を含む全町域が都市計画区域であるため、建築行為を行う際は、都

市計画法、建築基準法の規制を受けることとなります。中でも、住居系、工業系、商業系の用途

地域内では、それぞれの用途の規制、建蔽率、容積率等の規制があります。さらに住居系の第一

種低層住居専用地域、第二種低層住居専用地域内においては、高さ制限１０メートル、最低敷地

面積２００平方メートル、壁面後退１メートルの厳しい制限があるところもございます。 

 しかし、実際開発行為の多くは、用途地域外のいわゆる無指定地域の用途の規制のないところ

で、農地を転用するなどして行われているのが現状でございます。 

 しかしながら、町では開発行為等指導要綱を定めており、これにより、町内で行われる

１,０００平方メートル以上の開発行為に対しては、指導要綱に基づき適宜指導をしているとこ

ろでございます。 

 それでは、１番目の住宅開発など、地域住民の方への事前説明は十分になされているかとのこ

とですが、開発行為が町の指導要綱や都市計画法に該当する開発行為である場合は、隣接地へは

必ず行って説明するよう行為者には指導してございます。 

 また、隣接地以外への説明が必要かどうかは、地元区長の判断を仰ぎ、影響が大きい場合等は、

地元説明会を開催するか検討させ、周りの理解と調和も求めています。 

 続いて、２問目の先住者の景観や日照など、居住環境は保全されているかとのことですが、土

地利用の制限などは、町ではしてございません。 

 日照等、建築物の高さに関していえば、建築基準法により、道路斜線、隣地斜線、北側斜線の

制限がございます。また、特に周辺に影響を及ぼすと思われる中高層建築物に関しては、地上高

１０メートル以上かつ階数が３階以上の建築物は、指導要綱の規定により、町と協議することと

してございます。その際は、日照、日影、電波障害などの周辺に影響を及ぼす場合の対策と、周

知することを規定しています。 

 また、先ほど述べましたように、第一種、第二種の低層住居専用地域については、都市計画法

により１０メートルの高さ制限があります。それに加え、用途無指定の地域においても、平成

１６年５月から、それまでは建ぺい率７０％、容積率４００％であったものを、第一種住居地域

並みの建ぺい率６０％、容積率２００％に変更し、同時に、道路車線制限、隣地斜線制限にそれ
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ぞれ１.５、２.５の勾配を規定し、無指定地域での建築物の高さに制限を加えております。 

 最後に、３問目の豊かな自然を維持するため、現段階で規制はあるのかとの質問ですが、建物

に対する規制はございません。開発指導要綱では、緑化を努めることという規定がありますが、

努力規定であり、強制するものではありません。また、緑地設置後の草刈り等の管理に費用がか

かることから、事業者が敬遠しがちなのが実情でございます。 

 都市計画法や工場立地法に係る場合は、緑地や公園の法的設置義務がございますので、その際

は、町と協議を行っております。 

 以上、都市計画、建築基準法等の規制により、住環境を保全しているところでございますが、

併せて開発行為等指導要綱において、開発行為者の理解と積極的な協力を求めて、適切な指導と

規制を行うことにより、周辺との調和を図り、計画的なまちづくりを進めているところでござい

ます。 

 以上でございます。 

○議長（松山 力弥）  男澤君。 

○議員（２番 男澤 一夫）  丁寧な御説明、ありがとうございました。数字がたくさん多くて、

私も分からないことがたくさんあったんですが、ただ、おっしゃられましたように、須恵町は町

民憲章でもうたっていますように、「自然を愛し、美しい環境をつくります」というふうにうた

っております。実際に、須恵町は緑豊かで自然いっぱいの町であります。 

 そこに近年、高層マンションが幾つか建ってきておりますので、先住者の方の居住環境、景観

等がやっぱり損なわれてきているのではないかという思いで今回質問いたした次第ですが、これ

から須恵町がどんどん人口増加していく中で、もともと６次計画の推計では、２０２０年度にお

きましては、２万７,７４４人の予定でした。現在、１０月３１日現在では２万８,８９２人とい

うことで、はるかに想定を超えております。それだけ須恵町が、人気があるということだと思い

ます。 

 その中で、やっぱり高さ制限がないマンションが建っていきますと、何ていうんですか、先住

者の方の住んでいる環境が損なわれてくるので、私としましては、ある程度高さ制限がないとこ

ろにも高さ制限を設けるべきではないかというふうに考えております。 

 それで、今後の計画がございますが、もしよろしければ、平松町長のこれからの須恵町につい

てお考えをお聞かせいただけたらありがたいと思いますが、よろしければお願いします。 

○議長（松山 力弥）  平松町長。 

○町長（平松 秀一）  今、質問なさった男澤議員の質問の中身というのは、要は須恵町が、どん

どん今人口が増えてきている。須恵町というのは、皆さん認識なさっているとおり、非常に住み

やすい町であることは間違いない。ただ、人口が増えていくことで高層マンションができたりし
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たときに、今現在我々が培ってきたこの町がいい方向になればいいんですけど、違う方向に行く

んじゃないかという危惧だと思いますけども、まさにおっしゃっている部分が、私の町長になっ

たときのテーマであることは間違いありません。 

 ですから、私自身、この町本当に住みやすい町だなと思っています。それをいかにして継続し

ていくかということだろうと思いますけども、最近よく、最近というよりも以前からなんですけ

ども、私よく商工会の青年部の方々、それとか３０代とか４０代の方々とよくお話しする機会が

あるんですけども、彼らによく言っているのが、まちづくりというのは、あなたたちがどういう

町にしたいんだ、そのことが大切なんですよと。それを、要するに議員の各位とか町に対して、

一つの発意としてテーマを持ってやるべきだと。行政が押しつけてやるようなまちづくりという

のはいずれ失敗するということを、よく申し上げております。ですから、非常に商工会の青年部

の方々とか、今、須恵町の３０代、４０代の人たち、元気があります。 

 彼らによく言っている例として、湯布院のことをよく例に話しするんです。約４０年ほど前、

本当に寂れた温泉でした。それが、その当時の商工会の青年部の方々が、何とかせないかんとい

うことで、まちづくりに乗り出したのが商工会青年部です。まず、かっぱの駅造ろうと、それで

少し脚光浴びてお客さんが来出した。これに対して、商工会の大人が動き出した。このまんまじ

ゃいかんと、議員が動き出した。それに対して、町がまちづくり計画を見直して、皆さんの意見

を聞いて、今の状況に至ってます。日本一の温泉街を造り上げた、寂れた温泉がですよ。そこに

は、彼らの思いがいっぱい詰まっているわけで、それを我々が止めちゃいかんと。 

 だから、今、商工会の青年部の方々に非常に期待しておりますし、まして４０代、３０代の人

たちが非常に今元気がある。彼らが発議しやすいような雰囲気をつくる中で、この町をどうして

いくんだということを提案してもらうことを我々、あるいは議会の人たちと真摯に受け止めなが

ら、将来、この町がどうなっていけばいいのかというのは、役場だけで考えることじゃないと、

みんなで考えていこうという形で、今、町長という立場ですけども、個人的にも彼らとよく話を

しながら、みんなが本当に住んでよかったねと言える町は、あなたたちしかつくれないんだと、

役場じゃありませんと。 

 高層マンションができようが何しようが、その人たちが来る理由として、そういった環境があ

るから来るということであれば、彼らも巻き込んでいく力を、商工会の青年部、あるいは今の

４０代、３０代の人間は持っています。 

 ですから、私は、そういったところからまちづくりというのを、都市化していくこの須恵町の

中で、最も大事な部分はその辺りだろうと、その話合いの場を持っていくというのが大切だろう

と思います。 

 ですから、男澤議員がおっしゃっていること、重々私も分かっておりますので、これから男澤
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議員もその仲間に入っていただいて、どんどん夢のあるまちづくりを進めたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（松山 力弥）  男澤君。 

○議員（２番 男澤 一夫）  平松町長、ありがとうございます。私も、都市計画審議会に所属し

ておりますので、これから頻繁にそういう会議を持たれて、そういう発言ができたらいいなと思

っております。 

 本日、この質問を通じまして、須恵町の進む方向が確認でき、有意義なやり取りができたと思

っております。 

 これにて質問を終わります。ありがとうございました。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡

○議長（松山 力弥）  ５番、藤野正剛君。 

○議員（５番 藤野 正剛）  おはようございます。５番、藤野正剛、通告書に従って質問します。 

 上須恵皿山地区にある町営のかしのきはらキャンプ場は、平成２０年に閉鎖され、現在は使用

されていません。タブレットに現状の状況写真を載せておりますので、御覧ください。 

 現地を確認しますと、施設はそのまま残った状態でありますが、バンガローや炊事場、照明灯

など、少し手を加えるだけでまだまだ利用できるのではないかと思います。 

 今年は、新型ウイルスの感染拡大により、人々の生活様式がこれまでとは大きく変化しました。

その一つに、移動手段において、感染防止のため、多くの人が利用する公共交通機関を避け、マ

イカーでの利用が増えました。そのことで、家族や友人など、アウトドアにおいても車を利用し、

自然を満喫するオートキャンプが活気を取り戻しているようです。 

 隣接する篠栗町の若杉楽園キャンプ場や宇美町の昭和の森一本松公園キャンプ場は、休日は予

約をしないと利用できないほど多くの方が利用していると聞いております。 

 まずは、町民の方々の利用だけでもいいと思います。もう一度以前のように地域の子ども会や

学校、部活動の合宿など、自然の中で楽しみながらキャンプ体験や交流ができる施設として利用

できないものかと考えます。 

 そこで、１、町として施設の再利活用を考えているか。 

 ２、教育やコミュニティの場として活用することをどう思われるか、以上、町長の見解をお尋

ねします。 

○議長（松山 力弥）  平松町長。 

○町長（平松 秀一）  かしのきはらキャンプ場は、皿山公園の一角に、昭和５９年６月に開設し

ております。管理棟、キャビン棟、バンガロー５棟、テント１０張、共同炊事場、照明灯、トイ

レを完備した施設で、収容能力が約１２０名で、学校の屋外キャンプや子ども会などの各種団体
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や町内・町外を問わずに家族連れなどの一般利用者に開放してまいりましたが、平成２０年９月

末をもって閉鎖しております。 

 この閉鎖に至った経緯としましては、レジャーの多様化などに伴い、年間利用者がわずか数名

の年が続くなど、年々利用者が減少傾向となったこと、そして、開設から年数を重ねるにつれて、

施設の老朽化による管理運営費が増加したこと、財政面から見ても、キャンプ場の運営をしてい

くことは困難と判断し、閉鎖に至っております。 

 その後、今日に至るまで、キャンプ場の管理については、周囲の環境保全に影響を及ぼさない

よう、定期的に点検・管理を行っているところでございます。 

 キャンプ場の再利用につきましては、閉鎖になった経緯、また、平成２３年３月議会において、

須恵町野営場林間休養施設かしのきはらキャンプ場管理運営に関する条例の廃止を決議していた

だいておりますので、町として老朽化した施設に新たに整備投資を行い、利活用し、管理運営し

ていくことは、議会の皆様と協議していく必要があると考えております。 

 しかしながら、この状態のまま老朽化した建物を放置しておくわけにはいきませんので、建物

等については、将来的には解体が必要だと考えております。 

 財源の確保についてですが、現在、森林経営計画を実施しております。町有林の収入間伐、い

わゆる町の木を伐採し、木材を売り払い、収入を得ることを進めておりますので、この財源を活

用し、将来的には建物解体を視野に入れ検討したいと思います。 

 次に、教育やコミュニティ事業の場としての活用でございますが、現在、暮らしのコミュニテ

ィ構想で、各校区コミュニティが多岐にわたる分野で活動に取り組んであります。その中に、ま

ちおこしの分野で、地域資源管理及び活用や絆づくり分野で憩いの場づくりなどの事業がありま

すので、キャンプ場の再利用について協議していくことは可能ではないかと考えております。 

 また、青少年アンビシャス応援団に所属する須恵町おやじの会という各小中学校の有志の保護

者で形成した団体が、まちおこしや青少年育成のために様々な活動を行われております。その中

に、小学校の生徒が通学しながら団体生活を行う、いわゆる通学合宿を実施されてあり、その活

動に利用することができないか、並びに実現可能なキャンプ場運営のあり方について意見を求め

ることも可能ではないかと考えております。 

 当然ながら、壊してなくなってしまうよりも、緑豊かな自然の場所にある施設を、地域住民で

協働して活用していくことができるのであれば、校区コミュニティの推進につながることだと考

えております。 

 したがいまして、教育やコミュニティ事業の場として再活用は、関係各課並びに関係団体との

協議を進め、よりよい活用方法を探ってまいりたいと考えております。 

 以上です。 
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○議長（松山 力弥）  藤野君。 

○議員（５番 藤野 正剛）  町長の回答内容は、前向きに考えると捉えてよいと判断しました。 

 その上で、町長の答弁をもう少し詳しくお聞かせ願いたいのですが、須恵町おやじの会の活動

に触れられましたが、須恵町おやじの会に活用方法を委ねるという意味でしょうか。かしのきは

らキャンプ場は、もともと町営施設であり、廃止した経緯がありますので、まずは役場内での検

討が必要かと思われますが、どうでしょうか。 

 その後、社会教育委員会や行政内部で検討した上で方針を決定されると理解していたのですが、

その点も併せてお答え願います。 

○議長（松山 力弥）  平松町長。 

○町長（平松 秀一）  かしのきはらキャンプ場の廃止に至ったいきさつにつきましては、冒頭説

明したとおりですが、コロナを契機に一人キャンプやアウトドア志向の高まりにより、キャンプ

がクローズアップされ、全国的に人気を博していることは十分承知しております。 

 須恵町コミュニティの充実と強化は、これからのまちづくりにおいて、ソフト事業として最優

先と考えております。 

 私が教育長時代に、第一小学校ＰＴＡで組織するおやじの会が、主体的に通学合宿を行いたい

との申出があり、社会教育予算、補助事業を利用し、バックアップ体制を取り、現在では、小学

校３校においてそれぞれのおやじの会主催による通学合宿が実施されるまでに成長してきており

ます。 

 また、不要になった携帯電話の部品を集め、東京オリンピックのメダル製作にいち早くおやじ

の会が手を挙げられ、その集大成として第一小学校にオリンピック柔道金メダリストを、金メダ

ルを獲得した選手を招聘し、講演会を成功させるなど、活動、活躍の場を着実に広げてこられて

おります。 

 そして、記憶に新しいイベントとして、須恵町、須恵町議会が後援し、おやじの会主催で全日

本柔道監督井上康生さん、東海大上水柔道部監督を招聘し、講演会、実技指導を大成功させまし

た。そして、皆さん御存じのとおり、町内景観アップのために、アザレア前のトリックアートや

高速道路ボックス壁面の壁画、高齢者に対する遺影撮影会など、全て町の支援があったことは事

実でございますけども、自分たちでまちづくりをやろうとしている、このことが重要であって、

彼らの成功体験がまちづくりの大きな流れになってこようとしております。彼らは、まちづくり

を楽しみながら生き生きと実行しようとしています。彼らは、いろいろな職業な人たちで、いろ

いろな技術や知恵を持っています。まさにイノベーションを須恵町で起こそうとしてくれており

ます。 

 まちづくりは役場が主導して行うものではなく、先ほど、男澤議員の質問に対してもお答えし
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たように、３０代、４０代の人たちが力強く牽引し、２０代や１０代、そして全ての年齢階層を

巻き込んで、みんなで知恵を出し合っていくものだろうと思っております。 

 彼らがこれからのコミュニティの主役であろうことは紛れもない事実であり、そのように育っ

てくれることを強く願っております。 

 彼らが望むまちづくりを聞く、あるいは語り合う場をかしのきはらキャンプ場問題をきっかけ

に、地域コミュニティや商工会青年部を巻き込んで、明るい熱気にあふれたまちづくりを提案し

てもらい、議員の皆様と一緒につくり上げられたらすばらしいと考えております。 

 そのための支援を今後も惜しみなく行ってまいりたいと思いますので、議員各位の御支援、そ

して町民皆様の御理解をいただいた上で、かしのきはらキャンプ場を一つのテーマとしながらま

ちづくりを語っていきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

○議長（松山 力弥）  藤野君。 

○議員（５番 藤野 正剛）  町長のまちづくりに関する考え方の一旦を聞かせていただき、まち

づくりは地域コミュニティを含む全ての階層の人たちが、積極的に参加して行うべきだというこ

と、その支援を町長自ら先頭に立ち、支援していくんだという力強いメッセージと受け止めまし

た。 

 かしのきはらキャンプ場の早期検討もお願いし、私の質問を終了します。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡

○議長（松山 力弥）  ８番、世利孝志君。 

○議員（８番 世利 孝志）  ８番議員、世利孝志でございます。めっきり寒くなりまして、来週

からまた一層寒くなるということでございますので、この時期でございますので、皆さん方、十

分体に気をつけて、留意していただきたいと思います。 

 早速ですが、通告に従いまして質問いたします。 

 山々が紅葉で色づき、久我記念館周辺ももみじなど見事に紅葉しています。そこに、質問書に

掲げているとおりでございます。この一角は、自然豊かで森の公園として守っていかなければい

けません。 

 久我記念館は、年間１５回の展覧会や様々な催し物等で、昨年は５,７４９名の方々が来館さ

れました。また、近隣の方々が、風景撮影や、また藤浦側、それから皿山のささやきの小径側か

ら散歩に来ておられます。 

 このコロナ禍の中で、自然を求めてくる方々の憩いの場として整備せねばと思います。 

 この種の件で、以前、２９年３月、今村議員が久我記念館周辺の整備について質問がありまし

た。このときとちょっと内容は違いますが、その後改善されたと思いますが、その年の１２月の

進捗状況報告に、間伐については検討事項として報告があっておりました。 



- 30 - 

 元来この場所は景観がすばらしくよいところですが、この資料に今載せておりますけど、写真

を載せておりますが、あずまやから眺めた景色は、木々の陰でかすかにしか望めません。また、

下側の藤浦側から見上げた景観も、以前は久我記念館のれんが造りの風貌がかすかに望めていま

したが、現在は全く見えません。自然を残しつつ手を加えたら、景観もよくなると思います。 

 そこで、久我記念館周辺の整備について質問いたします。 

 １つ目、久我記念館周辺の大木、主にあそこは、大木というのは、楠とか主に杉があるわけで

すけど、景観の妨げになる雑木の間伐はどう考えてあるのか。併せて、その間伐をしたら、その

間伐材を利用して、あそこの周辺に、あずまや周辺にベンチを設置したらどうか。 

 ２つ目といたしまして、あずまやの整備と周辺木々の整備をということで、これも写真につけ

て、資料としてつけておりますが、２９年の質問のときには、お茶会の話が出ておりましたけれ

ども、お茶会はあずまやですればというふうな町長の答弁があったわけですけども、ちょっと見

ていただければ、お茶会どころじゃなくて、ちょっと荒れている状況です。何か手を加えんと、

あのまま廃屋になってしまわんかと思うわけです。 

 また、あずまやに横から上る階段は、もう階段が壊れて、仮の形でちょっとおいてありますけ

ど、ちょっと危険じゃないかなというふうに思います。 

 あそこの中のあずまやも、今現在、葉っぱでもう中がいろいろ汚れておりますので、これ何か、

ほうきか何かちょっとつけていれば、誰か来られた方が掃除したりとかできるんじゃないかとか

思うわけです。そういうふうな方法です。 

 ３つ目といたしまして、駐車場でございますけども、駐車場は、藤浦から上がった駐車場、上

須恵側と２つあるわけですけど、藤浦側から上がった駐車場は車７台分。そこの藤浦側は、もう

舗装してきれいになっていますけど、上須恵側から上がったところは、もうちょっと手を加えな

いかんかなとか思って、車を止める分についてはよろしい、これも、七、八台はあると思います。

駐車場増設の予定はあるかどうか、その３点について質問したいと思います。よろしくお願いし

ます。 

○議長（松山 力弥）  安河内教育課長。 

○社会教育課長（安河内ひとみ）  おはようございます。初めて登壇いたします。よろしくお願い

いたします。 

 それでは、世利議員の久我記念館周辺の緑地整備の御質問について回答させていただきます。 

 久我記念館は、昭和５４年に五千男氏によって建てられた私設美術館が前身でございます。豊

かな自然環境の中で、芸術作品を鑑賞する目的で、藤浦団地の奥の杉林を切り開き、建設された

と伺っております。 

 また、森の緑とれんがの赤壁のコントラストが美しく、福岡県建物百選にも選ばれております。 
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 これからも、「自然と調和した森の美術館」のコンセプトを大切にしながら、非日常的な空間

を体感できるようにしていきたいと考えております。 

 コロナ禍においての自然志向者が増加しています。今後は、久我記念館だけでなく、隣接する

ささやきの小径、皿山公園、歴史民俗資料館の地域資源の連携を図り、美術、自然、歴史と相互

の観光資源を生かし、誘客を図っていきたいと思っております。 

 御質問がありました久我記念館周辺の環境整備については、自然教育林推進協議会から、ささ

やきの小径の利用促進に関する要望書が提出され、自然教育林基金を活用して、環境の整備を行

うよう考えているところでございます。 

 それでは、質問要旨についてお答えいたします。 

 １問目及び２問目の樹木の整備については、関連がありますので、一括してお答えいたします。 

 久我記念館の赤れんがの建物は、以前、麓からも見えておりましたが、４０年の歳月で木々が

生い茂り、御質問のとおり展望の妨げになっている状況でございます。 

 久我記念館は、もみじの紅葉を生かすために、館周辺の樹木の剪定、伐採を実施しております。

ですが、なかなか追いついていない現状でございます。 

 大木、杉の伐採は、山からの吹き下ろしの風に対応し、自然災害を防ぐ役割を担っていること

も想定されるため、行っていない状況でございます。 

 今後、久我記念館から市街を一望できる展望、そして、町のランドマークになるよう、周囲の

杉林との調和を図りながら、景観の妨げとなっている樹木の整備を次年度より計画的に実施して

いきたいと考えているところでございます。 

 ２問目のあずまやの整備についてでございます。 

 久我記念館敷地内のあずまやは、昭和６３年に建設しております。木造のテーブルや椅子、そ

して、爰体はまだしっかりしておりますので、現在、破損しています階段の修繕を行うように考

えているところでございます。 

 今後、久我記念館周辺の整備を行うことにより、あずまやから市街を眺望することができ、あ

ずまやの利用増加につながればと思っております。 

 ３つ目の駐車場の増設についてでございます。 

 この件につきましては、駐車場の増設をするよう進めているところでございます。久我記念館

周辺の自然環境整備により、久我記念館の来館者が、周囲の自然環境を楽しむことができるとと

もに、久我記念館からささやきの小径を通り、皿山公園や岳城山への自然環境を楽しむ新たな動

線が生まれ、環境資源の活性化も期待されます。 

 また、久我記念館の藤浦区側の駐車場は、館との標高差が約２０メートルあり、急な上り坂は

高齢者にとっては厳しい現状です。館へのアクセスの利便を図るためにも、館周囲の自然を生か
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しつつ、駐車場の整備をさせていただきたいと思っております。 

 今後、議会にお諮りして、次年度以降、自然教育林基金を活用して、久我記念館周辺の整備を

進めさせていただきたいと考えております。議員の皆様の御理解、御支援を賜りますようお願い

申し上げます。 

 以上でございます。 

○議長（松山 力弥）  課長、ごめんね、安河内社会教育課長、「社会」を入れなかったんで、改

めて安河内社会教育課長でございます、すいません。 

 世利君。 

○議員（８番 世利 孝志）  ありがとうございます。温かい答弁頂きまして、あそこも活気あふ

れる森になるんじゃないかなと思っております。早期にお願いしたいと思いますけども、久我記

念館前のモニュメントに、ここに掲げてある自然教育林の方々がしてあるんですが。「森が人間

をつくり、人間が森をつくる」と書いてあります。まさにそのとおりでございます。 

 今、いろいろあずまやと間伐関係、駐車場を上げておりますけども、前向きに検討をしていた

だくように私は受け止めました。早期にこれができること。 

 そしてまた、あそこは、とにかく日当たり、やっぱり間伐してないもんで、日当たりがもう悪

くて、ちょっと暗い感じがするとです。あれを間伐とかを入れればちょっと明るくなって、樹木

のためにもなるんじゃないかなと思っております。 

 私も、時々あそこに行くんですけど、藤浦のほうから時々徒歩で歩いて行きます。先日も、奥

さんが一人で来ちゃって、どこから来ちゃったですかって聞いたら、甲植木からっていうことで、

自転車で藤浦の下まで、下のところに止めて、それから歩いて、上に駐車場ありましたがって言

うたら、自転車押し切らんけん、下に止めて歩いています、きついですねっていうことで言われ

ていましたけども、そういうことで、数人やっぱり久我記念館に行く人以外にも、あそこにやっ

ぱり紅葉がきれいだもんだから、毎年というか、この時期になったら来ますとようなふうに言っ

てありました。この紅葉も残して、ながら、やっぱり整備していかないかんちゃないかなと思う

て、もちろん久我記念館に来ていただくのはもちろんですけども、久我記念館以外であそこに散

歩に来ると、ここに書いてありますように、そういう人たちがこれから多く、こういう時期です

ので。 

 先ほど、２人の質問の中にも、自然というのが出ておりました。また、ささやきの小径も、キ

ャンプ場の横からずっと道があって。ただ、あそこは、ささやきの小径はいいんですけど、その

女性の方、奥さんに、あそこもきれいですよ、向こう行かれますよ、怖いんですよちゅうような

ことで、確かに女性が一人であそこを通るのは、やっぱりけもの道みたいな感じで怖いとは、あ

ると思いますけど、これはちょっとなかなか難しいことと思います。 
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 いずれにいたしましても、今後、この３項目よろしくお願いします。 

 さっきもちょっと言うたけど、ほうきか何かあそこに置いとってもらえりゃ、私も時々来ます

から、掃除しようと思うとりますので、ほうきか何かぶら下げるか何かしてから、しといていた

だければと思っております。どうぞ早期、よろしくお願いいたします。 

 再質問ちゅうのは、もう今の答弁で分かりましたので、いたしません。どうぞよろしくお願い

したいと思います。 

 それでは、私の質問を終わりたいと思います。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡

○議長（松山 力弥）  ７番、児玉求君。 

○議員（７番 児玉  求）  おはようございます。日本共産党の児玉求です。ただいまより一般

質問を始めます。 

 コロナから命を守る須恵町に、です。 

 新型コロナ感染者が増え続けています。糟屋郡内の１２月６日現在の陽性者は３１０人で、県

内で３番目であります。 

 新型コロナウイルス感染症予防策は、かかりつけ医師等の検査要請に応えられる体制と検査機

器の拡充が必要です。 

 抗原定量検査機器の特徴は、無症状者の唾液また鼻咽頭拭い液での検査ができ、３０分で判定

ができることであります。 

 県は、県内３か所の保健所に配置予定ですが、陽性者が３番目に多い糟屋地区に配置すべきと

思います。 

 １問目、糟屋地区市町長協議会で、また、糟屋郡町長会、また、粕屋医師会と協議し、糟屋地

区に抗原定量検査機器を配置されるよう県に要望していただきたいと思います。 

 関連いたしますが、県はまた、かかりつけ医院でもインフルエンザと同様に、新型コロナウイ

ルス検査ができる体制の整備を県医師会と協議するとしております。市町協議会、町長会は、粕

屋医師会との協議はされておられるでしょうか。これもお尋ねいたします。 

 ２問目に、町民のＰＣＲ検査、抗体検査の費用は、町負担でやるべき。 

 ３問目、町税の猶予、国保税、後期高齢者医療保険料、介護保険料の減免申請の状況と周知徹

底対策はなされているか。減免者数を教えてください。それと、減免された総額は幾らでしょう

か。 

 ４番目、今、コロナ支援策がされて、非常に須恵町の支援策は、糟屋郡内の中でもすばらしい

という評価が出ております。さらなる支援策を、でも、すべきです。どのようにされるか、お聞

かせいただきたいと思います。 
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 最後に、２次のコロナ交付金が出されまして、家賃を含む事業継続、雇用維持分が１億

１,３００万あります。家賃支援また大学生等応援給付金事業として、一律１０万円の支給をさ

れたらどうですかということです。 

 以上、お尋ねしたいと思います。 

○議長（松山 力弥）  今泉健康増進課長。 

○健康増進課長（今泉 英明）  おはようございます。１番目と２番目の質問は、健康増進課がお

答えします。 

 まず、１番目の質問でございます。糟屋地区市町長協議会で、県で３番目に陽性者が多い糟屋

地区に抗原定量検査機器を導入するよう県に要望するべきではについてお答えします。 

 抗原定量検査機器は、県の検査技師がいる県内３か所の保健所に、令和３年１月中旬頃配置の

予定で、田川・北筑後・筑紫保健福祉環境事務所になります。糟屋管内の管轄は筑紫保健所とな

り、粕屋保健所で採取した検体を持ち込む体制となりますので、糟屋地区への抗原定量検査機器

の導入要望については、感染状況を見ながら考えていきたいと思います。 

 ２番目の質問についてでございます。町民のＰＣＲ検査、抗体検査費用は町負担でについてお

答えします。 

 ＰＣＲ検査につきましては、無料で行っているのは妊婦さん、今後は高齢者施設、障害者施設

の施設職員が対象となっています。今現在、皆さんの予防対策により、医療機関が逼迫した状態

ではないですので、一般の町民に対するＰＣＲ検査の費用を助成することは考えておりません。 

 抗体検査につきましては、血液を調べて新型コロナウイルス抗体の有無を調査するのが目的で、

予防ではなく疫学調査等に利用されます。現在、国が福岡県民に対して募集を行い、無料で検査

することになっております。したがいまして、須恵町単独で抗体検査の費用を助成することは考

えておりません。 

 以上でございます。 

○議長（松山 力弥）  次に、諸石総務課長。 

○総務課長（諸石  豊）  それでは、御質問の税の猶予、保険料の減免、それから件数等につい

てお答えいたします。 

 各税金等の猶予、減免等の申請状況についてですが、納税の猶予件数３７件、国保税の減免件

数３３件、後期高齢者医療保険料の減免件数が３件、介護保険料減免件数が３件、金額にして約

１,８００万円の猶予・減免を行っております。 

 猶予・減免等の制度の周知につきましては、広報誌や町のホームページで掲載しているほか、

窓口や電話での相談時に制度の説明をその都度行っております。 

 介護保険料につきましては、先月下旬に介護保険広域連合より減免申請の広報依頼がありまし
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たので、ホームページでは１２月中にお知らせし、２月号の広報誌に掲載することとしておりま

す。 

 次に、さらなるコロナの支援策、今後の対策ということですが、新型コロナウイルス感染症対

策につきましては、第３波が発生していると考えざるを得ない厳しい状況のため、町民の皆様に

感染防止対策の徹底をお願いしたところでございます。 

 対策につきましては、国、県の動向を見ながら、今後も住民目線に立って必要な施策を行って

まいります。そのときは、議会に提案させていただきたいと考えておりますので、御審議方よろ

しくお願いいたします。 

 次に、コロナ交付金の件ですが、地方創生臨時交付金では、国の施策でカバーし切れない地域

の実情に応じた取組の財源に充てるものであり、国の施策と組み合わせながら有効に活用するも

のでございます。 

 交付金の対象事業は、各自治体の判断により、地域の実情に応じて必要な取組を行うことがで

きます。第２次補正予算は、家賃支援を含む事業継続や雇用維持等への対応分と、新しい生活様

式を踏まえた地域経済の活性化等への対応分とに分けて、交付の限度額が通知されておりますが、

事業継続等への対応分と、新しい生活様式等への対応分の交付限度額の合計の範囲内で、相互に

融通することが可能となっており、本町では限度額の枠にとらわれず、町民や事業者の方々にと

って必要な対策を議会で承認をいただき実施しております。 

 御提案いただいた家賃支援や大学生等生活応援給付金事業に関しましても、現段階では町独自

で支援を行う予定はありませんが、今後の状況を踏まえながら、町民に寄り添った支援を行って

いきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（松山 力弥）  児玉求君。 

○議員（７番 児玉  求）  町長の見解もお聞きしたいと思います。 

○議長（松山 力弥）  あなた、今２問目ですよ、よろしいですか。 

○議員（７番 児玉  求）  いやいや。 

○議長（松山 力弥）  いやいやじゃないって。 

○議員（７番 児玉  求）  私は、町長にということで通告しているんですよ。 

○議長（松山 力弥）  だから、答弁者が、通告者の町長が担当課にさせたんですよ。その後２問

目しますから。 

○議員（７番 児玉  求）  町長だから、町長もあれでしょう、町長も回答してもらわんといけ

ませんよ。２問目じゃありませんよ、これ１問目じゃないですか。 

 議長が、私は町長に通告したんです。各課が言われたのは、もちろんよく聞きますけど、最後
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に町長の見解も必要です。お願いいたします。 

○議長（松山 力弥）  町長。もう２問目じゃから、してください。 

○議員（７番 児玉  求）  ちょっと待って、議長、何で。 

○議長（松山 力弥）  あなた立った、２問目でしょう。 

○議員（７番 児玉  求）  ２問目じゃないじゃないですか。 

○議長（松山 力弥）  だから、私が、ここ整理権あるんだから、あなたの言った分に対して説明

したやないですか。 

○議員（７番 児玉  求）  私は、通告したのは町長に通告しているんですよ、議長。だか

ら……。 

○議長（松山 力弥）  だから、町長が各担当課に説明をさせとるわけでございます。いいですか、

それでいいじゃないですか。 

○議員（７番 児玉  求）  よくないですよ、何のために通告するんですか。もちろん各課のお

話は聞きたいんだけど、通告名は町長にしているんです。だから、議長、あなたの采配がまずい

んです。（発言する者あり） 

○議長（松山 力弥）  だから、私が担当課にさせたんだから、町長が代表やけど、町長がこれに、

担当課にさせたわけですよ、代理で。 

○議員（７番 児玉  求）  それはもちろんいいですよ。もちろん担当課のお話も聞くんだけど。 

○議長（松山 力弥）  だから、そうやってあなたが私に言うんやったら。 

○議員（７番 児玉  求）  １問目でしょう。 

○議長（松山 力弥）  うるさい、黙って聞け、整理権は俺にあるんだ。おまえ、動議出させるよ。 

○議員（７番 児玉  求）  何を言ってるんですか。 

○議長（松山 力弥）  整理権は私が持っていますから、私の言うこと聞いてください。 

○議員（７番 児玉  求）  いやいや、ちょっと待って。議長、あなたは、議長というのは、公

平中立の立場で。 

○議長（松山 力弥）  そうです、公平中立であります。 

○議員（７番 児玉  求）  そうじゃないでしょう。 

○議長（松山 力弥）  私は、この議事運営をするために、私が担当課２名にさせました、いいで

すか。 

○議員（７番 児玉  求）  いや、だから、町長の通告をしているんです。だから、町長の発言

を求めます。（発言する者あり）２問目じゃないですよ、１問目ですよ。 

○議長（松山 力弥）  児玉さん……、よし、ここでお諮りします。暫時休憩したいと思いますが、

御異議ありませんか。 
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〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  再開を１０時１０分といたします。暫時休憩します。 

午前９時58分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡

午前10時13分再開 

○議長（松山 力弥）  先ほど、町長の１問目の答弁するしないで、児玉議員と協議しましたけど

も、児玉議員が受け入れられないということでございます。 

 ここでちょっと説明させていただきますけども、一般質問は、私、議長宛てに提出されるもの

であって、そこら辺で、その中で、質問要旨の中で、質問は町長、教育長の長の名前で提出され

るようになっております。それで、町長が課長に任命し、説明させるのも何ら関係ありません。

そういうことで１回目の質問に対しては、各課の課長がすることがあります。この件につきまし

ては、町長が、課長に説明した後、２問目から説明をさせると協議を済んでおりましたので、私

が了解しました。 

 それを児玉議員が納得できないというのでございますけども、それが納得できなかったら、私

が一般質問を取り仕切る形でありますので、また、この議会の整理権を持っておりますので、そ

れを認めない場合は、一般質問は却下いたします。 

 児玉議員。 

○議員（７番 児玉  求）  今の裁決は不当でございます。申し上げますけど、通告書に町長宛

てで通告は出しております。町長が、各執行部の課長に細かいことを指示するのは、もちろん結

構なことでございますが、その１問目に町長は回答をされるべきです。それが……。 

○議長（松山 力弥）  児玉さん、それを私が許可しました。２問目からで結構です。 

○議員（７番 児玉  求）  それは、私の了解を得てからじゃないと、許可はできませんよ。 

○議長（松山 力弥）  そんなのないです。 

○議員（７番 児玉  求）  あなたの、議長の越権行為だ、そりゃあ。 

○議長（松山 力弥）  だから言ってるでしょう、私が権利を持っとると言っとるでしょう。 

○議員（７番 児玉  求）  あなたは権利、進行する権利はあるけど。 

○議長（松山 力弥）  ちょっと待て、一般質問じゃないけんね。これ意見として、ちょっと一遍

帰って、あそこの席に。そこでしよう、それからしよう、一遍やり直そう。 

 児玉さん、あなたは自分の意見を主張しよるけど、自分が一歩下がる道とか、私がここに権利

を持っとる意味分かります、分かりますか。 

○議員（７番 児玉  求）  もちろん分かります。 

○議長（松山 力弥）  分かりますか。 



- 38 - 

○議員（７番 児玉  求）  はい。 

○議長（松山 力弥）  前の議長も言いましたけども、ここで一番最高責任を持ってるのは誰です

か、言ってください。この議場で、町長より、町長といいますか、私、誰がここで裁量権持って

いますか、言ってください。 

○議員（７番 児玉  求）  それは議長です。 

○議長（松山 力弥）  議長でしょう、私の言うことを聞かない場合は却下いたします。よろしい

ですか。 

○議員（７番 児玉  求）  いいえ、議長。 

○議長（松山 力弥）  そんならしてください。 

○議員（７番 児玉  求）  あなたの権限というのは、議会を正常に進行するということで、公

平に中立の立場でやらないといかん。自分が好かんけん、なして私の１問目を町長が……。 

○議長（松山 力弥）  だから私が、町長と協議して、細かく説明するのは担当課が専門でござい

ますので、担当課に説明させていただきますと。それで、児玉さんが質問２問目からは私が答え

ますということを、町長と了解の下で私が決めました。 

○議員（７番 児玉  求）  そういう、私の了解なしにそういうことを決めることはできません。

議長の越権行為だ、そりゃあ。 

○議長（松山 力弥）  違うでしょう、説明させんと言ってないでしょう。だから、私、２問目か

らして、町長に答えてもえばいいでしょう。 

○議員（７番 児玉  求）  違います、１問目です。だから、町長、答えてください。 

○議長（松山 力弥）  児玉さん、座ってください。議会の会議中、地方自治法または会議規則に

違反し、その他議場の秩序を乱す議員があるときは、議長はこれを制し、または発言を取り消し

させ、その命令に従わないときは、それの会議が終わるまで発言を禁止することができるとある

んですね。 

 児玉君に申し上げます。発言が議事進行に関係ないと認めますので注意します。一般質問をも

う一回認めますので、２問目からしてください。それを認めない場合は、発言の中止を求めます。

また、議長の命令に従わないのであれば、地方自治法第１２９条第１項の規定によって、本日の

会議が終わるまでを、私は発言を禁止しますよ。どっちを選びますか。質問しますか、発言をや

めますか、どっちですか、最後の選択です。 

○議員（７番 児玉  求）  発言をします。で議長……。 

○議長（松山 力弥）  それなら、一般質問を認めます。２問目から質問を求めます。 

○議員（７番 児玉  求） 議長の発言に対して反論いたします。それは議長の越権行為です。

取りあえず今日は２問目からするような形で、また抗議申し上げます。 
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○議長（松山 力弥）  黙ってしなさい。 

○議員（１３番 三上 政義）  すみません。この話がそこまで議論されるのであれば、議長に対

しての議長不信任案を今提出してください。それしかございません、この会議を進めていくには。 

 以上です。 

○議長（松山 力弥）  児玉さん、もう一回戻って。 

 三上議員から話がありましたが、今、不信任案ということでございましたけども、ちょっと待

ってください。この不信任案にありましたけども、これは、書面をもって受け付けないけません

ので、今ここでどうのこうのできませんので、後日提出していただくか、誰が提出かと思います

けども、児玉さんに私の今日のあれが不服であれば、何か書類を出してください。児玉君。 

○議員（７番 児玉  求）  不信任案を出す予定はございません。何もそんなことは申し上げて

いません。 

○議長（松山 力弥）  なら、児玉議員に申し上げます。一般質問の第２回目の質問から求めます。

児玉求君。 

○議員（７番 児玉  求）  １問目で、田川、筑後、筑紫というふうに話されましたが、私が申

し上げましたとおり、配置要件というのは、陽性者が県内３番目に多いんです。そしたら、それ

は筑紫もあるでしょう、筑後も田川もあるでしょうが、やはり糟屋地区に、感染者が多いところ

にやっぱり置くべきと私は考えております。 

 先ほども申しましたとおり、糟屋地区市町長協議会、糟屋郡の町長会、また、粕屋医師会と協

議して、これはぜひ県に要望していただきたいとお願いします、したいと思います。 

 それと、関連になりますが、県のほうがかかりつけ医でも、コロナウイルス検査ができる体制

を県の医師会と協議すると、これ言っておるわけです。今の、これちょっと回答がなかったんで、

市町協議会また町長会は、粕屋医師会との協議はされているのかどうかをちょっと、これ町長で

いいですので、お聞かせください。 

 それと、３番目の町税の周知徹底、減免の状況、町税が３７件、国保が３３件ですね。これで、

総額で１,８００万円というふうになっております。これは、前年比３０から５０％売上げが下

がったところに、国保でも加入している方は減免がなるわけです。町のほうは、１０万円個人事

業者に支給されるんですが、それと同じぐらい、金額、正確な数字じゃないんですけど、減免額

はあるわけですよね。だから、コロナは終息じゃなくて増え続けているんです。いつ終息するか

分からんという状況なので、今度、町報のほうでも案内するということですが、これは、町とし

ても、老人会等とかいろんな形で、やっぱりこういう制度があるということを、個人事業者と国

保に入っている方に周知徹底して、活用していただくちゅうことを重ねて申し上げたいと思いま

す。 
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 それと、４番目のさらなる支援策をということでお話ししとったんですけど、これは、国のほ

うもさらなる支援の給付をするようにしております。 

 そして、小規模事業者の応援給付金、これが１１月３０日現在で、申請件数が公表されており

ます。そして、申請件数が５４４件で給付が５２１件、これは、対象件数は１,０００件なんで

す。１,０００事業者になっております。それが、申請期限が来年の１月３１日で切れるんです。

これ、１,０００名ですから１億円、約１億円の予算で、今、申請、給付が５２１件、

５,２１０万円、半分やっぱり残っているんです。これは私、前にもちょっとお話しいたしまし

たが、３０％以上の方にこれは、個人事業者に支給されるわけです。しかし、ゼロから２９％の

方には何の支給もないと。これを再度申し上げますが、宗像市は１５％から支給して、３０万円

支給しております。まねしろとは言わんけど、ぜひ、１５％以上減額したら支給されるというこ

とで、少しでも幅広い個人事業者に支給……。 

○議長（松山 力弥）  児玉議員、前回の一般質問と一緒になっておりますけれど、今回の分とち

ょっとはみ出ているから、そこら辺をぶれないように。 

○議員（７番 児玉  求）  そこをちょっとお尋ねしたいと思います。 

 それと、５問目なんですけど、これですよ。例えば学生に支給する場合、学生数は、通学され

ているところ、もしくは県外に出ておられる学生さんも含めまして、何人ぐらいおられて、もし

１０万円支給した場合に予算額はどのくらいになるのかと、それをちょっとお聞きしたいと思い

ます。 

 以上です。 

○議長（松山 力弥）  予算額。 

○議員（７番 児玉  求）  もし学生に支給した場合の額です、人数が分かれば。 

○議長（松山 力弥）  いや、それは今出ないと思います。通告にありませんから、今、明確に数

字を出せと、出ないと思いますけど、誰か答えるか、ついでにオフレコで答えできるならできて

もいいけど、いいですか。もういいですか……、一遍座ったろう。２問目終了ね。誰、答えます。

希望に沿って、平松町長、よろしくお願いします。 

○町長（平松 秀一）  児玉議員に関しましては、今回のコロナに関する部分で、強い要望で５問

なさって、逆にありがとうございます。議員の気持ちとして、５項目についてこうしてもらえな

いか、すべきではないかという御意見だろうと思います。 

 １問目につきましては、もう議員が自らおっしゃったように、これ、単独の町ではなかなかで

きないことですので、市町長協議会のほうでもこの件については既に話が出てきております。 

 ただ、この５問含めて全てのことについては、当初本会議の私の町長報告の中で申し上げまし

たように、コロナに関しては本当に市町長協議会の中でも十分協議をやっていっております。こ
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の１年弱になりますけども、見えてきたのが、やはり町単独で全てのものを、要するに補助金出

しているからやれという形ではもうなかなかできないと。 

 この理由として、５００人の村と１,０００万を超す大都市と、同じサービスを、財政規模あ

るのかと。そういったことを考えると、私、当初本会議で申し上げましたように、やはりこのコ

ロナに関しては、国が本当に真剣にイニシアチブ取って、議員各位が早急に話をなさって、県に

降りてきて、県が市町村寄りの判断をしてリーダーシップを取るべきだと思います。各市町村が

独自の色を出すということ自体が、このコロナでやることはないと、どうもそのことがこの１年

間通して見えてきたということでございます。 

 ですから、今回、１問目から５問目については、事務的な内容が多うございましたので、担当

課長が説明したほうが間違いがないということで、担当課長に説明させたということです。それ

に対して、５問に対して再質問ということでございますので、１問目については今申し上げまし

たように、町単独ではなくて、これは市町長協議会のほうでも協議すべきことであろうと思いま

す。 

 既に、町長報告でも申し上げましたように、医師会とも話合い持っております。いろんな形で

やっております。いち早くＰＣＲ検査については、ドライブスルー設けたりとか、本当に医師会

と話しながら、糟屋郡民の目線に立った形でコロナ対策については協議やっております。 

 １問目についてはそういうことでございまして、これ、担当課長が申し上げましたように、抗

原定量検査機器の配備については、これは、やるやらないというのは、要望は当然していきます

けども、これ、県が判断すべきことです。我々が単独でやろうかと、おっしゃったとおり、なか

なか難しいので、要望はかけていこうかと思っております。 

 ２問目の抗体検査の費用は町負担でということですけども、これも、当初の町長報告で申し上

げましたように、糟屋郡自体は確かに福岡県で３番目に多うございます。ところが、この糟屋郡

全体を見ますと、今現在の発症件数というのは、さしたる件数には上っておりません。まして、

これを無償化することによって、全ての町民の方々が町内の医療機関に行って、そこで感染が広

がる可能性も出てくるわけです。そういったことを考えると、この件については我々のほうにお

任せいただきたいのが、臨機応変にその状況になったときでないと、これをルール化して皆さん

が行けるってなったときに、医療機関も非常に困られると思います。ですから、これについては、

私のほうにお任せいただきたいと思います。 

 無料にするかしないか、これは今のところまだ考えておりません。無料化することによって、

全町民の方々が行かれることによって感染拡大につながる可能性がある。今は発生していないん

です。ですから、この件については、臨機応変に対応していきたいと考えております。 

 ３番目の町税の猶予関係につきましては、再度、担当が言いましたように、広報等を通じて広
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くもう一度通知したいなと考えております。今現在もどんどん受付はやっておりますので、この

辺については議員が御指摘のとおり、広報活動等を進めてまいればと思っております。 

 ４番目のコロナ支援策、今後どのような支援をなさるかということですけども、これも先ほど

申し上げましたように、須恵町では今現在クラスターとか発生しておりません。非常に落ち着い

た状況でございます。ですから、新たな施策というのは、新たに打つということは今考えており

ませんけども、当初本会議の私の町長報告で申し上げましたように、お任せいただきたい。臨機

応変に、議長さんにもお諮りしながら、その場その場でタイムリーな形で臨時議会を開かせてい

ただいたり、あるいは財政問題だけで済む分であれば、町の、私の専決処分で財政措置をやって、

先ほどおっしゃったＰＣＲ検査とか、そういったことについては臨機応変に対応させていただき

たいと考えております。 

 ５番目の家賃支援、これについては、もう担当課が申し上げとおりでございます。大学に対す

る生活支援給付金については、議員の御希望で１０万円をということですけども、今のところ考

えていないということです。これも含めて、今後については今言ったとおりでございます。 

 ただ、コロナについては、要は議員も危惧なさったとおり、いつ終わるか分からないんです。

そういう状況の中で、私はこの町の経営者として財政の問題もあります。バランスも考えなきゃ、

その中で、議会にお諮りする中で、タイムリーな形を取っていくためには、これからは臨機応変

の対応でしか臨めないと考えております。 

 この件については議会を無視するわけではなくて、きちんと議長さんを通して、臨時議会を開

かなければならないときにはきちんと開きますし、その時間もないときについて、財政問題だけ

で済む場合については、議長あるいは担当の委員会のほうの委員長にお諮りして、町長専決で対

応していきたい。コロナに対しては、私自身はすぐ終わるとは思っておりません。長期になると

思っております。ですから、何かあったからすぐ何かやる、何かやる、これイタチごっこになり

ますので、きちんとその場その場のその状況に合わせた形でやっていかんといかん。そうしない

と、このコロナだけではございませんので、須恵町の財政規模の中でこの町を運営していくわけ

ですから、コロナともうまく付き合いながら町の経営をしていきますので、どうかこの５問につ

いては、各担当課が言ったことが答えでございますけども、臨機応変に対応してまいりますので、

よろしくお願いします。 

○議長（松山 力弥）  児玉求君。 

○議員（７番 児玉  求）  ２問目にちょっと言いました１０万円の支援がありますね。

３０％……。 

○議長（松山 力弥）  児玉さん、ちょっと待って。もう立った、そのまま続けて３問目で。 

○議員（７番 児玉  求）  いやいや、今回答がないから。 
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○議長（松山 力弥）  はい。 

○町長（平松 秀一）  それについては、我々も非常にＰＲしています、この１０万円の分は。

ルールは、これは全員協議会でも私が言ったように、３０％は曲げるつもりはないということを

もう答弁しております。これは１５％、それをするつもりはない。 

 まだまだ半分残っとうやないかと。我々がＰＲしても乗ってこられないですよ。それは、確か

に須恵町の企業家の方々にとって、下がることによって有利かもしれませんけども、糟屋郡内に

おいては３０％にしておりますし、これについては私は曲げるつもりはございません。 

 以上です。 

○議長（松山 力弥）  児玉求君。 

○議員（７番 児玉  求）  ３問目です。私が申し上げた抗原定量検査機器の特徴が、コロナ対

策に非常に有益だということなんです。これは、県のほうでは、県議会のほうで１台が

２,６５９万円、それを３基導入するというふうになっていて、配置場所は先ほど聞いた田川、

筑後、筑紫というふうな形になっておるわけですけど、なぜあれかというと、やっぱり感染を防

ぐため、多いところにするのが道理だというのと、これは、あれなんです、唾液でも、鼻の粘膜

に液をつける分でもして、そして、３０分で判定できるということがあるんです。だから、これ

は非常に、ＰＣＲの場合は二、三日かかったりしとるんです。だから、ぜひ再度、町長会でもい

ろいろ話されているということですけど、これは須恵町だけのことじゃなくて、糟屋郡の問題と

して捉えて、ぜひ要望と私は思っております。 

 ２番目の、これは、今、ＰＣＲ検査、抗体検査の費用は町で考えていないと、そして、もし無

料にした場合、非常に検査に来る人が多くなって、非常に問題があるんじゃないかという町長の

お話でしたが、これ、やはり町長報告でもお聞きしましたけど、市町長会でも国のほうに要望書

は出されていると。全国知事会も、コロナ対策費用を国が出せというふうな要望書は出されてい

るんです。だから、これは将来、基本的には国、県の問題だと私はもちろん思っておるんですが、

その中で、一番住民を守る要、最後の砦が町ですから、ちょっとお話ししたんですが、本当は県、

国がしかるべき予算を取って、法定伝染病という形でやっぱりしていくべきだろうというふうに

は、それは思っております。 

 そして、３問目はよく分かりました。 

 ４番目のさらなる支援策の中で、厚生労働省が、高齢者施設での検査の徹底ということで、費

用を助成するように、これ決めております。町としては介護施設の検査、これもちょっと先日の

会議の中で、６月、介護施設と限らんけど、高齢者の方に夏場を見て検査するような体制になる

だろうというふうな、ちょっとお話も聞いていましたんで……。 

○議長（松山 力弥）  児玉さん、もうあなた、それ分かっとるから、同じことだから、町長のさ
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っきの答弁に対して何か、町長に対して、１、２、３、４、同じことやっていますんで、的確に

町長が今答えた分に対して、再質問をお願いしたいんですけど。 

○議員（７番 児玉  求）  だから、先ほどから申すように、さらなる支援策は今後の様子を見

てというふうにお話をされたんですけど、今度国のほう、厚労省が、高齢者施設の検査の徹底と

いうのを各自治体に発出しております。ですから、それを前向きにやっていただきたいというふ

うに思っております。 

○議長（松山 力弥）  要望ですね。 

○議員（７番 児玉  求）  はい。 

○議長（松山 力弥）  質問をお願いします。 

○議員（７番 児玉  求）  ５番目なんですけど、２次のコロナ交付金が出まして、その内訳を

ずっと、新型コロナウイルス感染症対策独自支援というのを出してあるんですけど、その中で、

お年寄りの方の５,５００円の商品券もありましたし、私立保育士の応援給付金なんかもあるん

です。 

 ここで、やはり学生も、やっぱり非常に、学生の家賃もしくは助成をするところは割と少ない

んですけど、やはり今見ますと、このコロナ感染の対策の中ではほぼ満遍なく。 

 そして、あれですよね、例えば契約入札管理システム整備業務委託料と、５３７万円と、そう

いうもんとか、公式ＬＩＮＥ導入の運用支援業務委託３１３万とかいろいろ、いわゆるコロナに

対して暮らし方を変えるという予算は使われているんです、これはあるし。学生がちょっと抜け

ているんじゃないかなと思うんです。やけん、そこんところをちょっと再度お願いします。 

○議長（松山 力弥）  児玉さん、さっきの答弁の中で、学生については様々なパッケージは国の

ほうでやっているということで、町でしないと、今のところ予定がないと言っていましたよ。そ

れじゃだめなんですか。 

○議員（７番 児玉  求）  いや、だから、３問目に、いろんな子どもさん、お年寄り、いろん

なコロナ支援策は満遍なく、うちは、須恵町はやってるんです。 

○議長（松山 力弥）  だから、もう答えを出したでしょう。もういいです、分かりました。町長、

もう一回だけお願いします。 

○町長（平松 秀一）  ２問目のときにも申し上げましたように、児玉議員がおっしゃっているこ

と自体は、議員活動の中でコロナのことをおっしゃっていると、ありがとうございますという中

で、今現在、大学に対する支援のことが一番今最後おっしゃったんですけども、今すぐは須恵町

のほうでそれやるつもりはないというお答えをしました。 

 ただ、最初に言ったように、これからは、今現在須恵町でコロナの今後の支援策を、新たな部

分はやらない。ただし、今後の発生状況に合わせて、タイムリーにやっていきますということを
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申し上げたと思います。その中に、もし学生のことが入っていれば、当然にやるということです。 

 ただ、今は、それを予算化してやる状況ではないということ。だから、もしかすると、物すご

く蔓延して、学生さんたちが困った、家庭の方々が困ったということがクローズアップされれば、

当然それも議題に上りますから、議長さんあるいは担当の委員長さん辺りと協議の項目に上がる

ことはあると思いますけども、今現在特別に予算化するつもりはないということです。 

 以上です。 

○議長（松山 力弥）  質問は終わりますよ。 

○議員（７番 児玉  求）  いや、質問じゃないですよ。 

 町長も話されたように、コロナが終息というよりも増加しているという傾向になっているんで

すよね。だから、今後も、住民の命と暮らしを守るということを、本当、町の一番大事なところ

と、肝としてコロナ対策、コロナ感染予防法とコロナ支援策、そういう方針で町政をやっていた

だきたいと思います。 

 一般質問を終わります。 

○議長（松山 力弥）  ちょっと前向いてください。あのですね、一般質問する方に一言言ってお

きますけども、一般質問でございますので、要望は認めません。提案は結構でございます。要望

は結構でございます。要望は、各課に行ってから言ってください。 

 以上です。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡

○議長（松山 力弥）  それでは、６番、川口満浩君。 

○議員（６番 川口 満浩）  ６番、川口満浩です。通告に従いまして、質問をさせていただきま

す。 

 本日私がお尋ねするのは、新たな生活、現状と今後の対応はでございますが、先ほど町長の答

弁がございましたが、ほとんど７割ほどお答えになっていらっしゃるのかなと。この順番で質問

するのが私の力量なのかなと、そういうふうにちょっと感じております。気持ちを切り替えて、

速やかに進めてまいりたいと思います。 

 質問に入ります前に、新型コロナウイルス対策として、役場内ではスペースを取り、３密を避

け、換気、マスク着用での対応、分散による対応と、不便な中で町民への変わらぬサービスなど、

全力で業務を遂行していただき、この１年は大変御苦労をかけたと思います。まずもって感謝申

し上げます。しかし、まだまだ皆さんの力が必要ですので、今後ともよろしくお願いします。ま

た、町長におかれましては、スピードを持った対策、支援、町民に取って心強いものであり、改

めて感謝と敬意を表します。 

 今年はコロナに始まりコロナの話題で終わる、この１年の総括としてお尋ねします。 
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 今年１月に初めて新型コロナウイルスの感染者との話題から、感染者が出たというスタートの

１年でした。学校の臨時休校、緊急事態宣言、移動の自粛、リモートの仕事、不要不急の外出、

スポーツ観戦、イベントなどなど多くの自粛を求められました。世界の感染者が６,６５０万人

を超え、日本では、世界に比べて急激に広がっていないものの、現在、第３波に見舞われ、

１６万人を超える感染者数、２,３００人以上の方が亡くなる状況となり、大変な１年となりま

した。 

 須恵町内においても、企業、事業者また町民それぞれの見えない敵による業績が、生活のスタ

イルが大きく変貌し、今までにない経験をしていると思います。新型コロナウイルスと向き合っ

た新たな生活は、まだまだ続いていく世の中ではないかと懸念するところです。 

 また、今年のような社会情勢の中、人との関わりが特に減った１年でもあったと思います。

２月の綱引きを最後に、各行政区の総会、敬老会、スポーツ競技、会合、コミュニティなど、全

ての行事が中止となり、集いの場、コミュニケーションの場がことごとく奪われてしまいました。

これまで以上に人との触れ合い、助け合い、絆、地域、それぞれのつながりが薄れ、この考え方

がより増えることで連携がなくなり、安心した生活、支え合いの地域づくりに影響し、町へ、行

政区へ悪影響を及ぼすのではないかと考えます。 

 新型コロナウイルス感染拡大で、マスクの徹底、人との距離、会食の在り方、企業、地域など

の自粛によって、新しい生活様式が一般的となりました。今後、ウィズコロナで長く向き合い、

付き合っていくこととなれば、長いスパンで対応が必要となり、町独自の支援策等の継続・延長

が求められます。 

 また、今年度は、町、校区、行政区の行事が中止となり、地域のコミュニケーションが欠落し

ています。絆、支え合いが薄れ、担い手不足となれば、活動が困難になる可能性があります。 

 そこで、町独自の支援の現状と今後について、地域の活動を継続する具体案についてお尋ねし

ます。 

 １つ目に、新型コロナウイルス感染症対策等の支援で、須恵町は独自の支援策を他町よりも早

く、早期の段階からスピードを持って対応されました。１世帯当たり１万１,０００円の生活支

援商品券、売上げの厳しい業者への小規模事業者応援給付金、その他、医療施設、介護サービス

事業所、保育士さん、出産育児特別給付金、今月は、最大２０％戻ってくるキャッシュレス決済

還元キャンペーンと、ほかにも多くの支援を行い、１１月３０日現在、実施状況として、事業者、

事業所、多くの方々に支援の給付がなされています。町民、事業者からは、助けられた、ありが

たいと喜びの声を多く耳にしました。見えない感染症対策の支援でございます。 

 町独自の支援を早期に行っていただきましたが、初めての取組でしたので、当初の見込み、思

惑と違っていた点をお尋ねします。  
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 ２つ目に、町独自の支援策は、現在、申請期間中もありますが、感染症対策従事機関等応援給

付金の６項目は、１１月３０日をもって申請受付が終了しています。また、先ほど児玉議員から

も話がありました小規模事業者応援給付金の申請受付は、来年１月末日まで延長されてあります。

支援が全て行き渡ったのか、申請に間に合わなかったのか分かりませんが、三度、新型コロナウ

イルスの感染が全国的に広がっていく中、今後、長丁場となれば支援策の継続延長が必要になる

のではないかと考えますが、当初本会議の町長報告の中で、新型コロナウイルス感染対策につい

て、まず、町民に対し感染予防策に関して感謝され、そして、医療の確保、緊張感を持っての対

応、感染を軽減するため、施設の窓口ではキャッシュレスにて対応し、今まで以上に徹底した対

策を行うとの報告に、日々努力している町民の多くが安心感を持って生活が送れるのではないか

と感じました。 

 医療、介護等への支援、子育ての支援、学びの保障、少人数学級の対応など、教育現場への支

援、中小企業環境への支援、観光業、農業、また防災時の対応と、町内あらゆる方面に対し、さ

らなる支援の一手を打つべく行動を起こされてあります。 

 支援策の周知に関しては、ホームページまた１１月の広報の２ページから５ページに掲載して

いますと町長報告にもありましたが、改めて支援策の継続・延長の計画はあるのかお尋ねします。 

 ３つ目に、町長は、校区コミュニティ政策を地域課題の解決の核と位置づけられておられます。

今年は、特に新たな生活の中、町、行政区とも行事、会合等がことごとく中止となりました。つ

ながりが薄れていくことにより、コミュニティの担い手不足となれば、地域のコミュニティ活動

の困難になる可能性があり、町も危惧しているところです。各行政区も同じ状況ではないでしょ

うか。 

 今月は、自治組織参加促進協議会提案の下、区組合加入強化月間のキャンペーンが行われてい

ます。各行政区にはのぼり旗を立て、アピールを行い、役場にある懸垂幕には「地域の絆」と文

字も入っています。まさに、町民同士が触れ合い、支え合い、助け合い、協力し合い、個人主義

から集団主義へ、区組合を盛り上げ、コミュニティを発展させ、輪を広げていくために、新たな

生活の中、校区コミュニティ、区組合を推奨し、活動を継続するための具体案をお尋ねします。

よろしくお願いします。 

○議長（松山 力弥）  諸石総務課長。 

○総務課長（諸石  豊）  それではまず、１問目の新型コロナウイルス独自支援の現状と今後の

対応は、１の独自支援策で当初の見込み、思惑と違っていた点はというところでございます。 

 新型コロナウイルス感染症対策として、今まで議決いただいた町独自の支援策について、Ｓｉ

ｄｅ Ｂｏｏｋｓのほうに掲載させていただいておりますが、ほとんどの事業が当初見込みのと

おり実施されているというふうに判断しております。 
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 主な事業を見てみますと、生活支援商品券におきましては、７月に配布した商品券の約８０％

が使用されており、６５歳以上の高齢者の方への商品券については、先月配布が終わり、早速店

舗で使用されている状況でございます。 

 小規模事業者応援給付金は、５４４の事業所から申請があり、町内の約半数の事業所への給付

を行っております。申請期間は来月までとなっており、申請数はまだ増えると見込んでおります。 

 また、感染症対応従事機関等応援給付金事業は、各事業の対象施設、全ての事業所から申請を

受け付けており、事業所及び職員の方への応援給付金の給付が、今月予定どおり完了します。 

 しかし、正社員雇用促進給付金においては、申請件数がゼロ件と、当初の見込みどおりにはい

っていないのが現状です。この事業は、当初より、事業所や町民への周知が重要と考え、広報誌

やホームページはもとより、商工会、企業クラブにお願いし、会員全員へのチラシの配布、スエ

ノバとの連携、ハローワークでのチラシの設置、町内金融機関への情報提供依頼等を行ったもの

の、実績として今のところありません。雇い入れの対象期間は、令和３年２月末までであります

ので、引き続き関係機関と連携を取りながら進めていきたいというふうに考えております。 

 次の支援策の継続、延長の計画ということですが、これは、現段階では継続・延長する予定の

支援策はございませんが、まだ終了していない事業もございます。今後の状況を踏まえながら、

引き続き須恵町の必要な支援の検討を行っていきたいというふうに考えております。 

 次に、地域の活動を継続する具体案はというところで、総務課として区組合の関係を回答させ

ていただきます。 

 自治組織におきましては、新たな生活様式を取り入れた行事や集会の在り方について考えなが

ら、今まで養ってきた地域の伝統が今後も引き継がれるよう、また、新型コロナウイルス感染症

の影響で地域の絆が薄れ、組合員の減少とならぬように、広報活動及び啓発活動など、行政区と

連携しながら行ってまいります。 

 また、感染予防対策を十分に行った上で、区組合活動を継続していただきたいというふうに考

えております。 

 以上でございます。 

○議長（松山 力弥）  次に、平山まちづくり課長。 

○まちづくり課長（平山 幸治）  私のほうからは、コミュニティについてでございます。 

 須恵町は、平成１３年度より校区コミュニティを推進し、地域の皆様の発想と汗により、自ら

の地域を自らの力で育てる共助の精神に基づく地域づくりを行っていただいております。コロナ

禍の今こそ、地域の皆様と行政がともに考え、創意工夫し、ウィズコロナ、アフターコロナに向

けた新しい地域づくりを進めていかなければならないと考えております。 

 そこで、町では来年４月より、須恵町公式ＬＩＮＥを公開し、行政及び校区コミュニティから
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の情報をエリアごとに必要とされる情報をすばやくお届けできる仕組みを構築いたします。 

 また、現在イルミネーション事業周知のため、Ｉｎｓｔａｇｒａｍ、ＳＮＳを利用した情報発

信、情報拡散を図っております。ＳＮＳには、日常生活で関わることがなかった新しいつながり

を生んだり、日常でつくられた人間関係をより豊かにできるなどのメリットがございます。 

 今後も、絆、支え合いが薄れないよう、また、地域のコミュニケーションが欠落しないよう、

新しいコミュニケーションの形を模索していきたいと考えております。今後も、議員各位の御理

解、御協力のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（松山 力弥）  川口君。 

○議員（６番 川口 満浩）  先ほども申しました初めての対応でございますので、いろいろなと

ころでの見込み、思惑というのは、相違が出てくることはあったかと思います。 

 また、トラブル自体もひょっとしたら起こっているのかもしれませんが、ちょっと私が耳にし

たところでは、電話の対応ですけども、申請がスムーズにいかなかったという声をちょっと聞く

ことがありました。結果、給付は受けていらっしゃるんですけども、そこに至るまでにちょっと

時間がかかったというか、そういうことがあったというふうに聞いております。 

 ほかでもスムーズには進んでいるんでしょうけども、今後ともこれまでの経験等々を生かして

もらって、今後の対応が速やかに、町民あるいは事業者のもとへ届くようにお願いはしたいと思

います。 

 それと、申請の終了している中で、感染症対策従事機関等応援給付金、これは１１月３０日で

一応受付は終了しておるんですけども、先ほどの商品券であるとか、その辺のところはある程度

住民のところへ行っているんでしょうけど、最初に予算を設けて申請枠の中で、申請枠というか

金額の中で、これぐらい来るだろうというふうに見込みを立ててあった分もあったと思います。 

 私がもらった資料、これはタブレット等にも載っていますけども、例えば私立保育士等応援給

付金、これはこの人数なんでしょうけども、１６０人予定してましてから１２９人と。これ、全

て行き渡っているのであれば、それはそれでいいんですけども、もし、ほかのところでも申請が

届かなかったのか、それは先ほども言いましたように分かりませんけども、必要とされるところ

があるのであれば、この辺も含めて延長というものも考えられんのかなというところでお話をさ

せてもらった次第です。ですから、その辺も踏まえて、ちょっと延長を考えていただければとい

うふうに考えます。 

 あと、組合の件ですけども、組合というか、コミュニティは、区組合あってのコミュニティに

なっていくと思います。区組合が少なくなればなるほど、コミュニティへの協力、応援というの

も減っていく可能性があるなと。 

 私も、長年といいますか、携わっていますけども、なかなか第三小校区に関しては、ちょっと
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新しい顔ぶれがなかなかそろい切っていない。これは、区組合での努力が足りないのかなと。私

も新原にいますけども、新原でもなかなか新しい方が増やせていないというのは、区の問題点に

はなるかもしれませんけども、そこをもっと協力的に逆に、町のほうからでもしていただけるよ

うな、そういったものを具体案として出していただければなと思うんですけども、今のこのコロ

ナ禍の中で、今、行事がほとんどなくなりました。そこに参加しない、あるいは区組合に入らな

いという人は、ひょっとするとその行事自体が、確かに今までやっている行事、イベント、伝統

のあるものを継続しているということも大切かもしれませんけども、この時代であります。新た

な行事辺りを取り組まれてもいいんじゃないかなというふうに思いますが、その辺のところの考

えはございませんでしょうか。 

 また、区組合に参加しない一番の理由は、私もよく耳にしたりもするんですけども、連絡員、

区役員などが回ってくる、受けたくない、メリットがない、だから加入しない。または、高齢者

の場合、体調のこともあって、組合の世話ができないと、よくと言ったらいけないんですけども、

耳にすることがありました。 

 であるならば、加入してください、加入してくださいと言うことも必要なんですけども、現在

加入していらっしゃる方に対して、今の時代らしく、例えば１世帯当たりポイントを提供して、

参加していないと損かもと思わせるようなものも一つのやり方ではないかなと思いますけども、

こういう提案というか、こういうことを検討されたことはあるんでしょうか。一つの具体案とし

て、ちょっとお尋ねしたいと思います。 

○議長（松山 力弥）  ちょっとずれたところもあったけど、総合的にお願いします。 

○町長（平松 秀一）  質問要旨の１番から３番目については、それぞれの担当課長から話があっ

たとおりでございますけども、もう先ほどからコロナに関しては申し上げているとおり、町民の

皆様には本当に御不便と御心労をおかけしている状況でございます。町としましても、でき得る

限りのサービス事業を展開しながら、町民の方々に不安を感じさせないようなサービスをやりた

いなということでやっているわけですけども、しかしながら、今は町民の皆様とともに耐えると

きだと思います。だから、後ほど言いますけども、現在コロナに対して何ができるのかと、我々、

私も含めて、町民ですから。要するに、不要不急の外出控えると、要するに繁華街に行かないと

か、それと併せて手洗い、マスク、生理食塩水によるうがいを徹底すること、これがもう最良だ

ということを専門の医者も言っているような状況で、新たなコミュニティをつくって何らかのア

クションを起こすときではないと今思っています、私はですね。 

 ９月の議会の一般質問でも申し上げましたとおり、コロナを機に世界中が変わろうとしている。

世界は、もっと５年ぐらい前から変わろうとしている。それは、システムの見直しが、この世界

中で必要になってきている。そのとき申し上げましたＩＴ、ＡＩ、ＶＲとか、だから、もう世界
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中がそういうふうにシフトしようとしている中でコロナが起きて、日本というのは慌てたんです。

だから、ＩＴとかそういったことを急に言い出した。ということは、政府も分かっているんです、

遅れていると。 

 そういった社会現状がもう始まっているのに、日本は要するに島国であるために、そこから目

をそらしとったという状況の中でコロナが起きて、要するにリモートとかそういったことを言い

出して、議員もおっしゃっているように、じゃあ、地域のコミュニティどうするんだという問題

が、逆にクローズアップされているのが今の日本だということです。 

 ただ、そう言いながらも、議員御指摘のとおり、人間社会の最たるものは何なのかと、コミュ

ニティです。人と人の触れ合い、これをアフターコロナ、どうやってつくり上げていくんだとい

うのは、今、我々がこの１年間経験する中で、恐らく楽観的に考えて、来年中にはワクチンがで

きて、アフターコロナに行くんだろうなと、皆さん甘い考えで言っている、私も言っているんで

すけどね、でも、分からないというのが現状だと思っております。 

 コロナ以前とは、変革しなければならないところは変革していかなければならない。ただ、

我々この須恵町というのは、教育を基盤に据えたまちづくりの大きな柱としてコミュニティ事業

をやっているわけです。幸いにも須恵町の場合は、今年から試験的に、試行的に暮らしのコミュ

ニティということで、地域で要するにリトルガバメント、自分たちで判断できることは自分たち

でやっていこうと、行政に任せなくてできることは自分たちでやっていこうやと、まさにここに

鍵が隠されているような気がします。 

 ただ、議員御指摘なさったように、いろんなことがあるんですけども、これは行政主導で組合

加入率を上げるとか、そういったことではなくて、この件については議会のほうも憂慮なさって

いて、区長会と話されて、今、委員会も設けていらっしゃる。それを、私は今のところお待ちし

ているという状況です。 

 組合加入については、今言ったとおりでございますけども、全体を通して、今、町民の方々に

は本当に御不便かけております。私も、心苦しい限りです。須恵町の独自の施策として、先ほど

から、児玉議員からも、いろんな議員からもお褒めいただいておりますけども、生活応援の商品

券、それから今度出した６５歳以上とか、要保護児童を抱えていらっしゃるところですか、には

要するに１０キロのお米券やったりとかで、それと併せて先ほどから言われている事業者に対す

る１０万円の給付金、これ、何でやっているのかと。皆さん、不安なんです。でも、不安な中に

もちょっと笑える制度として、皆さんがほっこり、コロナでちょっともうかったよねというよう

な心の余裕を持ってもらいたい、そういったことも含めてこの商品券をやったということです。 

 これで、須恵町の中で、コロナでない場合、動かなかったお金が３億円以上、須恵町の中でぐ

るぐる動いているんです。だから、小規模事業者に対して１０万円やっているけども、それ以上
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の効果を須恵町は経済対策としてやっている。 

 だから、そういったことも含めて、今回、川口議員がおっしゃった３つの質問については、担

当課が申し上げたとおりなんですけども、私自身も、これからコミュニティをどうするんだとい

うことは大命題で、今から皆さんとともに話し合っていく必要がある。これからはアフターコロ

ナ、今はウィズコロナ、アフターコロナになったときに、どういったコミュニティを形成してい

くんだというのは、これからの我々の研究課題でございますので、じゃあどうやるんだと言われ

ても、今、私も答えは持ちません。 

 ただ、私が思うのは、町民の人たちには、今、コロナの渦中ですけども、それが終わって、ど

う言いましょう、アフターコロナになったときも、町民の人たちがにこっと笑えるようなまちづ

くりのための施策を、いろんなアイデアを出してやっていこうと思います。 

 これはもう、議長をはじめ皆さん、議員さんとともに話しながら、みんなで話して、先ほど言

った３０代、４０代の新しい知恵、商工会の新しい知恵を結集して、これを乗り切って、須恵町

に住んでよかったねという町にしていきたいと思いますので、答えになっていないかもしれませ

んけども、私の思いとして、この３問に対する答えはみんなでやっていこうということでござい

ますので、御理解ください。 

○議長（松山 力弥）  川口君。 

○議員（６番 川口 満浩）  町長からのそういうお答えを頂きまして、なかなかこれということ

ではないかもしれませんけども、人間同士が触れ合って、そして、そこに取り込んでいって進め

ていくと。 

 私も、今、ふれあいレインボーのほうで、栗原先生といろいろ話をしながらとか、こういうふ

うに暮らしのコミュニティを持っていこうかとか、ああ、こういうことで人が集まり合うような

場所をつくったらいいねとかということで、輪が広がっていけばいいのかなと。それはもうすぐ

ではありませんけども、一歩一歩進めていけるのかなというふうに感じております。その辺は、

また町長をはじめ行政の皆さん方にもお力をまた頂きたいと思いますし、御協力のほうはまたお

願いしたいと思います。 

 先ほどの町長の話の中で、須恵町の中でお金は回っていっているというふうなことをお話しさ

れました。逆に私は、各企業、事業者が厳しい状況になれば、来年の税収に影響してくるのでは

ないかというふうなことをちょっと懸念しておりまして、その辺のところを町長にちょっと関連

して、今後ということでお聞きしようと思ったんですけども、それはもうそこにお答えがありま

したから、そういうふうで、また町のほうも繁栄していけばいいのかなというふうに感じており

ます。 

 最近、須恵町には、互いに手を取り、汗をかき、絆を深め、協働して住みよい須恵町をつくる



- 53 - 

ため、まちづくりの基本理念である須恵町民憲章が定められてあります。今年のような社会情勢

では、このまちづくりの基本理念、須恵町民憲章からは、やや乖離したねずみ年であったかもし

れません。発生状況を的確に捉え、迅速に対応するとの町長の発言もありました。町民、行政が

協力し、コロナを乗り越え、従来の行事また新たな行事を取り組み、さらに人の輪を広げるよう、

そして、町独自の支援策等の今後の対応を強く要望して、私の質問を終わります。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡

○議長（松山 力弥）  ここでお諮りします。暫時休憩をしたいと思いますが、御異議ありません

か。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  異議なしと認めます。よって、暫時休憩といたします。再開を１１時

３０分といたします。休憩に入ります。 

午前11時21分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡

午前11時30分再開 

○議長（松山 力弥）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 １４番、今村桂子君。 

○議員（１４番 今村 桂子）  １４番、今村桂子です。通告に従い、ハザードマップの充実につ

いて質問をいたします。 

 近年の異常気象により、１時間に１００ミリに達するような想定外の雨量による河川の氾濫や

土砂崩れなどの災害が起こっております。熊本や福岡県朝倉市においても、人命が損なわれるな

ど、甚大な被害となりました。 

 町長におかれましては、防災に力を入れて取り組んでおられ、当初本会議では、地上デジタル

放送を活用した災害時の広報サービスについての報告もありました。災害に備えるためには、日

頃から自分が住んでいるところはどのような場所なのか、どんな災害が予測されるのかなど、災

害発生の危険度を把握して、災害時に一人一人が避難行動につなげることが必要です。そのため

には、防災ハザードマップや防災計画の充実、情報の提供などが重要です。 

 水防法では、市町村にハザードマップの作成と住民への周知徹底の義務があります。平成

２６年度に作成されたハザードマップには、土砂災害警戒区域や特別警戒区域の情報は反映され

ておりますが、須恵川洪水やため池決壊のハザードマップは反映されていません。 

 そこで、ハザードマップの充実の１つ目は、須恵川の災害について質問をします。 

 ４８年の水害を経験された方もいらっしゃいますし、住民の方々によく聞かれるのが、須恵川

の氾濫時の浸水区域の範囲です。須恵川は、水位周知河川ではないため、水防法に基づく福岡県
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における浸水想定区域図の作成・公表の義務はありませんが、水位周知河川である宇美川の浸水

想定区域図を作成する際に、主流の須恵川の浸水想定区域図参考図面を想定最大規模降雨である

９時間６７４ミリメートルを想定して県で作成されており、役場にも渡されていると思いますが、

浸水想定区域の公表・周知について、浸水想定区域図参考図面を反映させた須恵川洪水ハザード

マップの作成についてお聞きをします。 

 また、浸水想定区域内には、どれだけの避難所が入っておりますか。入っているなら、浸水想

定区域内の避難所が浸水しそうなとき、ほかの避難所への誘導などの対策は検討されていますか。 

 ２つ目は、ため池の災害について質問します。 

 須恵町には、ため池が４４か所あり、そのうちの４０か所が防災重点ため池となっています。

防災重点ため池のハザードマップについては、国の防災基本計画において市町村が作成し、住民

等に配布することとされていますが、ため池が決壊した場合における浸水想定区域、浸水深を想

定したハザードマップは作成されていますか。 

 防災重点ため池４０か所のハザードマップの公表・周知については行われていませんが、今後

の公表・周知の予定についてはどうされますか。 

 ため池の緊急時のマニュアルは農区と統一され、情報提供などがうまく行われていますか。農

区、水の管理者と役場担当課との連携についてお答えください。 

 ３つ目は、ハザードマップについて質問します。 

 道路の浸水で車が通れなくなるような場所、例えば、トレードマートの交差点や須恵インター

入り口の交差点の高速カルバートの下などのハザードマップへの反映について、地盤の緩い場所、

盛土造成地などのハザードマップへの反映についてお答えください。 

 ４つ目は、避難計画などについて質問します。 

 大規模災害時に、自主防災組織などが中心となって、避難行動要支援者の避難を安全・迅速に

行うための計画策定研修や避難訓練を行うなどの個別避難支援計画の策定について、避難所に届

いた物資をどうするかなどの計画の策定についてお答えください。 

 ５つ目は、協定について質問します。 

 災害における物資の提供などの協定は結ばれていると聞いておりますが、災害時における高齢

者や認知症の方々などの受入れなど、福祉施設などとの協定についてのお考えはありますか。 

 ６つ目は、自主防災組織について質問をします。 

 令和２年４月１日現在の福岡県全体の組織率は９４.３％となっていますが、須恵町自主防災

組織率は６２％となっており、県平均を下回っている状況です。２０区の全てにおいて自主防災

組織が立ち上がっていますが、１００％ではないのですか。 

 自主防災組織は、地域防災力の要であり、その組織率を向上させることは、地域防災力の向上
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を図る上で大変重要です。自主防災組織の充実・活性化のために、福岡県で実施している自主防

災組織リーダー研修会や防災士養成研修・試験などへの参加促進についてどのようにお考えです

か。 

 自主防災組織の温度差についてですが、区の役員をそのまま自主防災組織として、区長が自主

防災組織の長となっている区が約９０％と聞いています。区未加入者に対する災害への取組が心

配されるところです。 

 台風１０号における各区の自主防災組織の取組においても、何もしなかった区、災害弱者の

方々のところに避難の呼びかけなどを行った区と温度差がありました。 

 また、公民館を避難所として運営している区では、災害用、コロナ対策用の備品や消耗品の購

入、それらをしまっておく倉庫等の購入など、自主防災組織への補助金では足りずに、区費から

支出しなければならない区もあると聞いておりますが、避難所を運営していない区もあります。

補助金は、どちらも１５万円と一律になっています。活動に対しての補助金に今後は変えていか

れるのでしょうか。様々な温度差がある状況をどう思われ、今後、どのように温度差解消を行っ

ていかれる予定ですか。 

 以上の６点についてお答えください。 

○議長（松山 力弥）  諸石総務課長。 

○総務課長（諸石  豊）  それでは、総務課のほうからは、御質問いただきました１番から３番、

それから９番から１４番についてお答えをさせていただきます。 

 まず、１番の浸水想定区域をハザードマップに反映させた水害ハザードマップはというところ

で、今村議員がおっしゃったとおり、須恵川は指定河川になっていないため、浸水想定区域が定

められておりません。現在のところは、浸水想定区域を反映させたハザードマップは作成してお

りません。 

 その中で、県が配布した多々良川水系、宇美川の洪水浸水想定区域図、配布されているという

ことですが、それはもちろん承知しておりますが、先ほど申し上げましたとおり、須恵川は指定

河川になっておらず、須恵町には浸水想定区域が定められていないため、この参考図を利用した

ハザードマップは、現在のところ作成しておりません。 

 あくまでもこれは参考図として頂いておりまして、また福岡県もこの想定図を、須恵町分を公

表しておりませんので、現在のところこの図面を住民に公表できるものというふうには判断はし

ておりません。 

 しかし、福岡県によりますと、来年度、須恵川を含んだ県内の小規模河川における氾濫推定図

を作成して、県のホームページで段階的に公表する予定とのことですので、今後、県が作成する

氾濫推定図を利用して、須恵町のハザードマップに反映させることを今のところ考えております。 
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 ２の浸水想定区域にはどれだけの避難所が入っているのかというところで、これは、須恵町に

はその区域がございませんので、明確なお答えはできませんけれども、須恵川付近には現在避難

所はないというふうに考えております。 

 次に３問目、浸水想定区域内の避難所が浸水しそうなときの対応を検討しているかというとこ

ろですが、これにつきましては、須恵町は、令和元年度に独自に須恵川の水位監視カメラを３基

設置しておりまして、河川氾濫のおそれがあるときは、高齢者等避難開始、避難勧告、避難指示

等を発令する準備を整えております。 

 続きまして、飛びまして９の避難計画についてでございます。個別避難支援計画策定について

でございますが、個別避難支援計画は、現在のところ策定しておりませんが、災害時の安否確認

や情報の伝達、避難誘導などに役立てていただくために、昨年度より自主防災組織へ避難行動要

支援者名簿の提供を始めております。自主防災組織と情報を共有しながら、まず、避難行動要支

援者への対応を進めてまいりたいというふうに考えております。 

 続きまして１０番目、避難所に届いた物資をどうするかなどの計画についてですが、これは、

須恵町地域防災計画に基づきまして、須恵町災害時受援者計画を作成しております。これは、福

岡県が定めている福岡県災害時受援計画と相互に補完しておりまして、あらかじめ受援体制や人

的・物的支援の受入れ等について、具体的に定めております。物資につきましては、地域活性化

センターオイコスを集積候補地として、現在のところ定めております。 

 災害における福祉施設などの協定についてでございますが、本町では、現在、福祉避難所の指

定はしておりませんが、町内７つの医療施設や福祉施設等において、災害時の要配慮者の受入れ

につきまして、承諾を得ております。今年の避難勧告発令時には、恵昭園に要配慮者の受入れを

行っていただきました。 

 １２番目の令和２年４月１日現在で、自主防災組織率が６２％というところですが、これは、

２０行政区全て設置しておりますので、行政区単位であれば組織率は１００％ということになり

ます。 

 県が発表した調査では、現実に自主防災組織でカバーできている世帯がどの程度かという問い

であったようです。須恵町における自主防災組織の活動は、現在のところ組合加入世帯が中心で

あるため、組合加入世帯率の約６２％を自主防災組織の組織率として報告をさせていただいてお

ります。 

 １３番目、県で実施している自主防災組織リーダー研修会やその他の研修の参加ということで

すが、今年度はコロナ禍で参加等の案内はしておりませんが、昨年度までは案内し、出席いただ

いております。今後も、積極的な参加をお願いしたいと考えております。 

 また、当町から自主防災の補助金なども、このような研修の活用で使っていただきたいという
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ところもお願いしておりますので、それぞれの自主防災組織は御検討していただきたいというふ

うに考えております。 

 各区の自主防災組織の温度差についてということで、今村議員がおっしゃっているように、各

区長さん等が会長を兼務されてあったりとか、そういうところがございますが、どの自主防災組

織も運営形態には大きな差がないのが現状だと思われます。 

 しかし、非組合員への対応、感染対策等の課題等もありますが、地域の実情に応じました組織

づくりをお願いしたいというふうに考えております。 

 総務課のほうからは以上でございます。 

○議長（松山 力弥）  次に、甲能地域振興課長。 

○地域振興課長（甲能 裕和）  地域振興課からは、ため池の災害についてということで、４番か

ら６番に対するお答えをさせていただきます。 

 ４番のため池ハザードマップの作成はという質問ですが、この件に関しまして、国において、

平成３０年７月の豪雨災害を踏まえた今後のため池対策の進め方について公表し、防災重点ため

池の再認定と今後の対策について取りまとめが行われました。これにより、防災重点ため池の新

たな選定基準が改められ、令和元年度において、県が市町村と調整の上、再選定することになり

ました。 

 この中で、緊急時の敏速な避難行動につなげる基本的な対策として、ため池マップの作成、緊

急連絡体制の整備、浸水想定区域図の作成、ハザードマップの作成、地域防災計画等への防災重

点ため池の位置づけを行うように指示されているところです。 

 これを受けて、防災重点ため池については、県が令和２年３月に、ため池マップ浸水想定区域

図を作成しております。須恵町では、その結果を基に、令和３年度、ハザードマップの整備を行

う計画です。 

 ５番の防災重点ため池４０か所のハザードマップの公表・周知はという御質問ですが、防災重

点ため池は、ため池が決壊した場合の浸水想定区域に、家屋や公共施設等が存在し、人的被害を

与えるおそれがあるため池として定義されております。須恵町においては、３９か所の防災重点

ため池が位置づけられております。 

 先ほどの答弁と重複しますが、須恵町においては、令和３年度にため池ハザードマップの作成

を計画しております。公表方法としては、町のホームページに掲載及び総務課と調整を図り、地

域防災計画への反映をさせるよう考えております。作成したハザードマップにつきましては、町

内全戸に配布を検討するとともに、町のホームページへの掲載、広報誌などを通じ町民への周知

を図るよう考えております。 

 次に、６番の農区の水の管理と役場担当課との連携などという御質問にお答えいたします。 
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 ため池及び井堰の管理につきましては、各農区に管理業務を委託しており、年間を通じ維持管

理を実施しております。 

 通常、管理を行う中で、ため池、井堰に異状があった場合は、随時町に報告を行ってもらい、

相互で対処に当たっております。 

 農繁期中においても、大雨予報等があれば気象情報を提供し、豪雨事前対策として、下流域に

影響を及ぼす危険性が高いため池は、低水位管理として降雨時の流出を抑えるために、ため池の

水位の放流を早めに行ってもらうようにお願いしているところです。 

 また、警報発令が予想される気象情報を基に、農区長またはその施設の水番さんに直接連絡を

行い、事前対策としてため池放流の制御・抑制、井堰はゲートの転倒を速やかに対処していただ

くよう依頼しています。 

 ただし、緊急を要する場合は、職員で施設の状況把握と同時に、事前対策を直接行っておりま

す。この際は、農区関係者に事前に連絡を行い、対応しております。 

 このような形で、日常的なため池の管理から緊急時の対応まで、町と農区が密に連携を図り、

対応を行っております。 

 緊急時のマニュアルは、これまで農区関係者から御意見はなく、整備はしていませんが、再度

緊急マニュアルの整備について農区長会に諮り、御意見を賜りたいと考えております。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（松山 力弥）  次に、世利都市整備課長。 

○都市整備課長（世利 昌信）  それでは、７番、８番に関しまして、都市整備課のほうよりお答

えさせていただきます。 

 まず７番、道路の浸水で車が通れなくなるような場所、トレードマートの交差点や高速カル

バートのハザードマップへの反映はということでございますが、浸水想定箇所でございます高速

道路のカルバートボックス、町内３か所につきましては、大雨時冠水注意喚起の看板を県道、町

道にそれぞれ設置してございます。それと、水位計を設置しております。また、トレードマート

前とわかすぎの杜保育園前には、同様の看板を設置してございますので、ハザードマップへの反

映は考えておりません。 

 ８番目、地盤の緩い場所、盛土造成地などのハザードマップへの反映はということでございま

すが、これに関しましては、国土交通省の方針に基づいて、福岡県のほうが盛土の面積が

３,０００立方メートルを超える大規模盛土造成地の調査を行い、その位置を公表してございま

す。しかし、それを地盤の緩い危険な箇所としては捉えておりませんので、ハザードマップへの

反映は考えておりません。 

 以上でございます。 
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○議長（松山 力弥）  今村君。 

○議員（１４番 今村 桂子）  ただいまるる御説明をいただきましたけれども、須恵川の災害に

つきましては、まず、先ほども言いましたけれども、住民にとっては非常に大事なことだと思い

ます。川の氾濫というのは、情報さえもらえば、命を守ることは可能な一番災害だと思っており

ます。 

 その中で、やはり日頃避難のタイミングとか、あと経路をどうやって避難しようかとか、そう

いうことを考えるときに、やはりハザードマップが一番の情報になってくると思います。水害に

関しては、須恵町では４８年の水害があったので、非常に住民の方々が敏感になっているところ

だと思っております。 

 前、浸水想定区域の中でも、参考図面ということで頂いておりますけれども、これに関しても、

災害があった場所では、避難をしてくださいって言ったときでも、自分のところがそんなに危な

くないと思っていれば、まだ大丈夫って、避難しなくていいというような、避難を断られた方た

ちも、災害のあった場所ではあったというふうに聞いております。そういうことを考えると、で

きるだけリスクがあるという場所に関しては早めの公表、ハザードマップの反映というのが必要

だと思います。 

 これに関しましては、実際、周知義務も公表義務もございませんが、来年度ですか、県のほう

が公表すると言われてあるということですので、来年まで待って、その公表をしていただいた時

点で、ハザードマップへの反映をしていただけるのかなと思っておりますが、こういうものがあ

るということですので、一応役場のほうの対応として、こういう場合を想定するという訓練等も

行っていただいていたらいいのかなと、そういう話合いだけはしていていただきたいなと思って

おります。多分、されているとは思いますけれど。 

 また、ため池災害についてでございますが、ため池、私は４０か所と思っていたんですけれど

も、３９か所だったんですね。須恵町って、本当にため池が多いところで、４０か所もあるとい

うことでございますが、その中で、やはり公表・周知というのは義務になっておりますので、来

年度はそれをしっかりと公表するということでございましたので、その辺は守って公表等を行っ

ていただきたいと思っております。 

 それから、農区の水の管理者との連携、これについてちょっと質問しましたのは、この間の台

風時に、小鳥越池のほうの水の管理者との行き違いがあって、水の管理者が早めに台風が来ると

いうことで、水を水路に流していたら、役場のほうで止められたとか、あと、ほかの区のちっち

ゃなため池で、農繁期の時期に、水を上のほうからちょろちょろ出していたら、下のほうから抜

かれていて、水がぎりぎりになって、何の連絡もなかったという話が出ておりましたので、しっ

かりと連携を取っていただきたいなと思って書いておりますが、今、報告いただいた中では、し
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っかりと連携を取っているということでございますが、その辺、勘違い等とか行き違いもあって

いるかもしれませんので、今後はまたしっかりと連携等を取っていただきたいと思っております。 

 それから、ハザードマップについてでございますが、道路の浸水等のハザードマップ、これは、

道路の浸水、改良したりすると確かにその状況がよくなったりとか、そういうものでハザードマ

ップに掲載するほどはないのかなということもあるのかもしれません。 

 また、そういう看板等も立てられて、注意喚起を促しているということでございますが、車で

走っていて、もう水がそこまで迫るということで、車がつかっているというような災害も、よく

テレビの報道などでは目にするんですけれども、やっぱりこの辺は危ない地域だよということを

皆さんが知るというのは非常にいいことであろうし、今後、災害における自分たちの認識も変わ

ってくると思うので、できる限りそういう場所であるということを皆さんに認識させてあげるこ

とが、車で走っている方にとっては大事かなと思っておりますので、看板等見逃してしまいます

し、夜であれば特にもう看板に気づかないとかあると思いますので、その辺の注意喚起が行くよ

うな、皆さんが周知するようなことをちょっと考えていただければなと思っております。 

 その辺をちょっとお答えいただきたいのと、それから、個別避難支援計画の策定についてでご

ざいますが、これは、県のほうで年間５か所の補助でやっているんです。こういう補助があるっ

ていうときに、須恵町のほうも、それを使ってぜひやっていただきたいと。それをやることによ

って、また自主防災組織の活性化にもつながりますし、温度差もなくなっていくと思います。 

 個別避難支援計画の策定、大変だとは思いますが、やっぱりここをやっていかないと、なかな

か災害対策にはつながっていかないと思いますので、その辺も御意見をお聞かせいただきたいと

思います。 

 それから、災害における福祉施設との協定、これは、もう受入れを現在していただいて、７か

所この間も承諾を得ているということでございますけれども、今後はしっかりと協定という形で

結んでいただければいいのではないかと思っておりますので、その協定を結ばれるかどうかとい

うことをお聞きします。 

 それから、自主防災組織の県発表の部分が１００％ではないということで、組合加入率とかそ

ういうのが影響していて、カバーできていないということでございますが、先ほどの自主防災組

織、９０％が区の組織を使ってやっているということで、その辺も影響、非常にしているんじゃ

なかろうかと思っております。 

 旅石とたしか佐谷ですか、区の組織じゃないところは。前回、台風１０号のときに、非常よく

活動されていたのが、やっぱり旅石だったんです。その旅石がしっかりと、区長さんたちと議員

と懇談会をしたときに、旅石はしっかりと災害弱者のところを回って、避難してくださいとか、

そういう指示を一軒一軒出して回ったということをお聞きしておりますし、この辺が何とか区の
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組織じゃなくって、未加入者を一緒に救えるような組織というんですか、未加入者が組合に入っ

ていただくことが一番だとは思いますが、そのようなカバーできる自主防災組織への転換といい

ますか、その辺の検討を今後されていくかどうかです。 

 それと、それには一番、避難支援計画の策定などを利用するというのが一番いいかなとは思う

んですけど、その辺どうやっていくかということと、それから、自主防災組織のリーダー会、研

修会とか防災士研修試験では、須恵町では、今年は３名の参加だったというふうに聞いておりま

す。コロナ禍もあり、皆さんのほうからそういうお誘いはしていないということでございますが、

今後、そういうお誘い等もしていただいて、リーダー研修には是非たくさんの方が参加して、そ

れを自主防災組織に持ち寄って活動していただけるような、そういう推進をしていただけるかど

うかということと、それから、先ほどちょっとお答えが頂けなかったんですけれども、温度差の

件で、一律１５万円の補助が出ているけれども、活動している区、活動していない区、それから

避難所で備品等、倉庫等を買ってお金のかかっている区、かかっていない区、あるということで、

今後活動に対しての１５万円の補助金を変えていかれるかどうかということを、ちょっとお答え

もらってないので、それをお聞かせください。 

 須恵川の浸水想定区域図の参考図面のところには、多分、ハザードマップに標示する際の注意

書き等が書かれていたと思うんですけれども、そういうことはハザードマップに反映してもいい

という県のことだと思います。その辺等も検討していただければと思いますので、御意見をお聞

かせください。 

○議長（松山 力弥）  一般質問の途中でございますけども、ここでお諮りします。昼食の時間に

なっておりますが、このまま今村議員の一般質問が終了するまで続行したいと思いますが、御異

議ありませんか。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  異議なしと認めます。よって、このまま続行いたします。 

 答弁、平松町長。 

○町長（平松 秀一）  何点か新たにお尋ねになった件については、事務的な中身になりますので、

後ほど議員各位に回答書という形でお渡ししたいと思います。というのが、各課分かれておりま

すので、災害、１課ではございませんので、この場での答弁はちょっと避けさせていただきたい

かなと。 

 統括した中身で、災害に対して私の考え方を述べて、ハザードマップも有効でしょうけども、

須恵町が何をやっているのかということを再度認識してもらったらいいのかなと思いますので、

お答えしたいと思います。 

 冒頭、時間雨量、１時間１００ミリを想定外と申されましたけども、我々もう１時間の
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１００ミリは想定内でございます。なぜかというと、もう災害は起きるんだと。必ず須恵町にお

いても、今まで幸いにも、私が副町長時代、町長時代含めて、幸いにも線状降水帯が二、三十キ

ロ南にずれて起きなかった。あれがそのままとどまっていれば、昨年の雨も、一昨年の雨も、大

災害を引き起こしたと。そういったこともあって、私、町長になってから言っているのが、皆さ

んの生命と財産を守る、まず命守るんだと、災害対策をやるんだということで、いろんな施策を

やってきておりますので、その中の一つがハザードマップの整備を危惧なさっていることでしょ

うから、できる部分については先ほどお答えしたとおりでございます。 

 まず自主防災組織、行政それと消防を核とした災害訓練、これについては今現在の議会事務局

長が総務課長の時代から、やろうということで、計画やっていた最中にコロナが起きたんです。

ですから、やっていないということです。コロナ後については、必ず全町域でいろんな想定をし

て、単にただ避難してくださいではなくて、一つのテーマを決めて、先ほどおっしゃっている河

川が氾濫したと、そういった場合の対応について、全町域で消防署、南部消防署も巻き込んで災

害訓練をやると、机上訓練もやっていくというようなことを計画しております。 

 災害発生については、今も申しましたとおり、起きないんじゃなくて、もう起きるんだという

想定で動いています。先月は、東峰村のほうに出向いて、東峰村の渋谷村長と災害当時の話をし

ました。 

 やはり私自身も、建設課に１３年、その後地域振興課で農業、山と田んぼ、農政関係の災害に

対応したわけですけども、とてもじゃないけども、今起きている朝倉とかあの辺りで起きた災害

というのは、起きた状況の中ではどうしようもないと。見せられた写真が積乱雲、こんな大きな

積乱雲が、その下に真っ黒なキノコがあるんです。そこで降っている下が東峰村です。あれはど

ういった、衛星写真なのか遠隔のカメラなのかしれませんけども、それがずっと２４時間続いて

いる。そういった状況の中で、村長がおっしゃったのが、避難指示を出すには遅過ぎると、それ

くらい急激に天気が変わったのが、あの朝倉の災害です。 

 ですから、第一義的に何をせないかんかと、人の命を守ることです。財産は後です。そのこと

を想定しながら、私、就任してからいろんなことをやってきたわけですけども、その中で、防災

行政無線のデジタル化で、今回、町長報告の中でやったＫＢＣの（ディーボタン）を活用したラ

イブで町の状況が分かる、避難してくださいというのもそれを見てもらったら分かるようなこと

を考えておりますし、やっと役場の非常用電源、３日間もつようになりました。 

 あとは、議会とお諮りしなければなりませんけども、避難所に設置しておりますアザレアホー

ル、オイコス、これ非常用電源ございません。皆さんのよりどころとなる一番の核になる避難所

が、非常用電源がないと。これについても、コロナ禍で財政的な問題がありますけども、早急に

対応する必要があると考えております。併せまして、須恵区のほうに今準備入っております防災
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センター、これは、本当に核になる施設を造る予定でございます。来年度、議会にお諮りしなが

ら、総務課に拡充した消防防災担当室を設ける予定にしております。 

 ですから、総務課というのは、財政とかいろんな問題抱えておりますので、特化した部分を当

面総務課のほうにつくって、そこで対応させながら、将来的には分離できるんであれば担当させ

ていくと。防疫も含めて、コロナも含めてそういったことをやれる課がつくれればなと。当面は、

来年度に向かって室をつくっていきたいと、これ、議会のほうにお諮りしたいなと考えておりま

す。 

 災害物資のことを若干触れられましたけども、この件につきましても、今回の災害、雨災害が

起きたときに、契約をやっているところと交渉をやって、避難物資の話ししたんですけど、ない

んです。その時点では、ないと。ということは、もう備蓄するのか、新たな大きな物流システム

と契約やるのかというようなことも検討課題に入っております。 

 それと、今年の災害では、総務課長を通じて自衛隊に連絡取っておけということを言って、即

自衛隊から２名派遣してもらって、我々が災害の、要するに解除するまで彼らもいてくれました。

だから、いろんな形で、災害を想定した形でやっております。 

 ため池それと河川については、私も重々承知しておりますので、災害が起きる前、もう起きる

だろうというときについては、各担当課の課長に言って、とにかく池の棒栓抜けと、河川の、も

う農区が言わんでもいいから、もうとにかく倒せと。それで仮に稲に対する補償があった場合に

ついては補償するということで、とにかくまず命だということで、担当課に命令しております。 

 自主防災組織のことをるる申されましたけども、自主防災組織を設置してもらって、２０行政

区につくりたいというのが、我々行政の悲願でございます。 

 ただ、今現在、台風災害、それと風雨災害程度しかないんです。そうやると、今まで大きな災

害、４８災のときも持ちこえられた区がいっぱいあるんです。その方々というのが、経験値の中

で、まだ大丈夫だろうということで、自主防災組織の設置に対して及び腰というか、まだ行って

いないところがありますけども、今後普及啓発活動をやって、町のほうが主導しながら、自主防

災組織のほうに財政措置でも何でもしながら、きちんと動いてもらえる組織をつくっていくべく、

今、準備に入っております。 

 これ、御存じかどうか分かりませんけども、今現在、皆さんもうタブレットに入っているから

分かると思うんですけども、須恵町の体制が、第１配備からずっと第３、第４配備まであります。

須恵町だけです、第１配備から町長が町長室にいるのは。なぜか、私、災害経験しているからで

す。総務課と担当課の課長がいる状況でも、いつ急変するか分からないんです。そのときに、町

長、あるいは町長がいないときに副町長を迎えに行っても、先ほどおっしゃった川で遮断されま

す。命令できないんです。そういった状況で、今年も７日間、役場泊まっております。 
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 併せまして、昨年もそうでしたけども、避難指示あるいは避難勧告出す場合のライブの放送に

ついては、区長会で申し上げておりますけども、昼間もそうですが、災害に関する放送について、

男性の声で聞こえたら私の声だ。そのときは、自主防災組織に言っているとおりの手順で、まず

は公民館とかいろいろ計画なさっている、それに伴って避難してくださいということも申し伝え

ております。これ、須恵町だけです、やっているのは。 

 併せまして、避難時の、災害時の命令系統の一元化を図っております。これも須恵町独自です

けども、いろいろ災害現場を持っている部署、分かれています。農政、上下水道、建設、これが

ばらばらに動くと大きな被害を招きます。ですから、最も道路とか河川とか全てのことに熟知し

ている都市整備課長を、災害が起きたときのトップリーダーにして、農政あるいは上下水道に関

しても、この都市整備課長の命令の下に動くようにしています。それに伴って、消防が一緒に動

いている。これも、団長たちともお話ししております。これも、須恵町独自のシステムでござい

ますので。 

 併せて情報提供について、６０何％とおっしゃっていましたけども、当然このことについては、

今の議会事務局長が総務課長時代に、るる話合いを進めまして、全ての町民ですよ、その行政区

で組合に入っていない人も情報提供しようと、そのためには自主防災組織をつくる必要があった

んです。そういうことによって、そこに委託することによって、情報提供ができる。そうするこ

とによって、障害を持った方、あるいはハンディがある方、高齢者の人たちも救ってくださいと。 

 そのときに、先ほどから問題になっている、こういったことができるんですよ、だから、組合

に入ったほうがいいですよということにもどうぞ使ってくださいと。ただ、どこに誰々さんがい

らっしゃる、どういった障害持っている、これは守秘義務ですということで、２０行政区の自主

防災組織にはお願いしております。 

 自主防災組織、１５万円とおっしゃいましたが、一番最初２０万円出しているんですよね。そ

れは、動いてもらうために、目を向けてもらうために、全ての行政区を巻き込むためにやったん

です。これからは、どんどん変わっていくと思います。それも総務課を中心にしながら、行政区

長会とも話を進めながら、災害は起きるんだというのをテーマに、自主防災組織は別組織でつく

ってくださいということを今もお願いしています。ですから、これは、今始まったばかりの組織

ですけども、絶対必要な組織だと思っております。 

 災害に関しては、私は起きると思っております。起きることを想定した上で、まず何するんだ

と、人の命を救うんだと、その後です、いろんなことをやるのは。 

 今おっしゃったハザードマップ関係についても、後で質問なさった分については、議員各位に

はお渡ししますけども、ハザードマップも必要でしょうけども、それよりもまず避難してもらう

こと、これがもう私からの切なるお願いです。そのために、自主防災組織とともに、それと消防
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団とともに、議員各位とともに災害に対しては、常に臨場感を持って、平時でも私はこのことに

ついては常に思いながら、今現在進んでおりますので、議員各位の理解を仰ぎながら、これから

も一つずつ見つけながら、一人でも多くの命を救うように頑張ってまいりたいと思います。 

 以上です。 

○議長（松山 力弥）  今村君。 

○議員（１４番 今村 桂子）  町長の災害に対するすごい思いを感じました。それで、一応議員

全員に、今質問した内容のようなことを頂けるということでございますが、やはり浸水想定区域

図、参考図面であっても、議員が知らないということはちょっとまずいかなと思ったりもします

し、ため池のハザードマップも、もうもらっているのであれば、どういう地域がどのぐらいの水

深で、どのぐらいの影響があるんだということを、やっぱり私たちもみんな知っていて、住民に

知らせるのはここ二、三年かかるとは思いますが、そういうこともしっかりと教えていって、教

えてというか、皆さんに配っていただかないといけないかなと思って、ちょっと私のほうも言わ

せていただきました。 

 また、やっと２０区のほうで防災組織ができまして、これから別組織でまた今度はつくってい

ただくというほうにシフト変換もしていかないといけないのかなというふうに思っておりますの

で、まずは取っかかりの２０区が、まずはできたという段階で、補助金に関しても今後検討、い

ろんな形でされるんだろうなという理解を深めております。 

 それと、自衛隊まで、今回は２名の方が待機されていたということも知りませんでしたので、

そういうことでいろんな想定を基にやっていただいているということには、非常にありがたいな

と思いますし、住民のほうも、いかなる災害がいつ起きるかわからないということで、避難指示

が出たときは必ず逃げてくださいということを自覚できるような体制を、住民にも十分周知して

いっていただかないといけないのかなと思っております。 

 まず、自分の地域でどれぐらいの時間で避難ができるのか、どういう経路を通ったらいいのか、

どのタイミングで避難するのかということが、命を守るためには必要だと思いますので、今後も

そういう情報を町のほうから流していただけるようにお願いをしたいと思います。 

 以上で私の質問を終わります。 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡

○議長（松山 力弥）  ここでお諮りします。昼食休憩をしたいと思いますが、御異議ありません

か。 

〔「異議なし」の声あり〕 

○議長（松山 力弥）  御異議なしと認めます。よって、昼食休憩へと入ります。再開を１３時

２０分といたします。休憩に入ります。 
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午後０時17分休憩 

癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡癡

午後１時16分再開 

○議長（松山 力弥）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 ３番、稲永辰己君。 

○議員（３番 稲永 辰己）  昼食後、最後の一般質問になります。本日、トリを務めさせていた

だきます、３番、稲永辰己でございます。 

○議長（松山 力弥）  マスクを取ってください。 

○議員（３番 稲永 辰己）  昨年、各組合において自主防災組織が設立され、各組合の区長さん

が、有事に備えて当該地区の様々な情報を収集されてあると思います。また、民生委員の方も、

高齢者や障害のある方、子育てや介護をしている方などの見守りをされてあります。 

 以前、民生委員の方とお話しする機会があり、行政からの情報として、住民基本台帳のデータ

から抽出したものを参考に活動されているとのことですが、データと実際が一致しないことがあ

るとのことでした。例えば、独居となっているのに、子供さんが同居されてあったりすることが

あるそうです。 

 民生委員は、厚生労働大臣から委嘱され、それぞれの地域において、常に住民の立場に立って

相談に応じ必要な援助を行い、社会福祉の増進に努めてあるわけですが、守秘義務があり、知り

得た情報を外部に漏らすことはできないことになっています。 

 また、民間では、買い物難民対策として、移動スーパーを実施しているところがあります。須

恵町では、株式会社Ａコープ九州須恵店において、今年度から移動スーパーとくし丸を導入され、

移動手段のない買い物弱者のもとへ食料や生活雑貨などを送り届けてあり、高齢者の見守りを含

めた事業展開をされてあります。ちなみに、１１月末現在で１１８件の取引があるそうです。 

 このような民間企業との連携によって得られる情報を共有して、有事に備えることができるの

ではないかと思います。 

 コロナ禍にあり、近隣住民との交流なども制限されている昨今、ますます情報の共有化が必要

だと思います。そのようなことを踏まえて、通告書に従いまして質問させていただきます。 

 須恵町では、少子高齢化が進んでいます。また、高齢者の自動車事故の増加に伴い、運転免許

証の返納への取組も行われています。好きなときに好きなところへ行けず、高齢者の行動範囲は

限られてしまうのではないかと思います。 

 加えて、独居老人や肢体不自由者等の方々に対しても、生活の面や防災の面から、情報の共有

化が必要だと思います。 

 個人情報という難しい問題もあると思いますが、命を救うという点で大変重要なことだと思い
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ます。つきましては、防災時に備える情報の共有化について町長のお考えをお尋ねします。 

 防災時の情報の共有化について、１、行政、自主防災組織、民生委員、民間企業とのネット

ワーク構築の考えはありますか。参考といたしまして、北九州市のいのちをつなぐネットワーク

を参照してください。 

 ２、防災時に備えるための情報の共有化に伴う守秘義務や個人情報保護法の見解について。 

 買い物弱者への対応について、３といたしまして、中小企業向けに、福岡県移動スーパー参入

促進費補助金という制度がありますが、導入の検討はされるでしょうか。 

 以上、よろしくお願いいたします。 

○議長（松山 力弥）  吉川福祉課長。 

○福祉課長（吉川 聡士）  それでは、私のほうから、質問要旨１について御説明させていただき

ます。 

 高齢者等の見守りにつきましては、幾つか取組がございます。まず、民生委員協議会を中心と

した、行政、社会福祉協議会、地域包括支援センターとの連携、次に、新聞、ガス、電気、郵便、

一部のコンビニ、食料品の宅配、保険会社など、企業による高齢者の見守り協定の締結、地域に

起きましては、須恵町シニアクラブ取組の高齢者相互支援活動による見守り活動がございます。 

 自主防災組織につきましては、先ほど説明のとおりで、それぞれの見守りネットワークを構築

しております。 

 今後の取組についてですが、介護保険制度の地域支援事業に、介護予防、日常生活支援、見守

り活動を含んだ生活支援体制整備事業がございます。生活支援体制整備事業は、高齢者の生活支

援体制を整備するため、生活支援コーディネーター、現在、社会福祉協議会の地域係職員が担っ

ておりますが、地域の情報を収集し、社会資源の把握、ネットワークの構築、ニーズと取組のマ

ッチングを行うことで、日常生活上の支援体制を一体的に図ることを目的としております。 

 地域の活動におきましては、コロナ禍により状況が変わっておりますので、１２月に小学校区

の区長会を開催し、年度内に介護予防、生活支援、見守り活動を中心とした高齢者の生活支援体

制の実態調査を行うこととしております。その後、必要に応じまして協議し、地域包括ケアシス

テムでのネットワーク構築を目指すこととしております。 

 以上です。 

○議長（松山 力弥）  次に、諸石総務課長。 

○総務課長（諸石  豊）  それでは、２番目の防災時の情報の共有化に伴う守秘義務や個人情報

保護法の考え方についてでございます。 

 災害対策基本法に基づいた防災施策として、平成３０年９月に、須恵町避難行動要支援者名簿

に関する条例を制定いたしました。この条例に基づき、避難行動要支援者名簿を自主防災組織に
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提供しており、災害時の安否確認や災害情報の伝達、避難誘導などに役立てていただくようお願

いしております。 

 これらの使用目的以外の名簿の利用はできませんし、これらの個人情報を利用する方に対して

は、当然ながら守秘義務があるということでございます。 

 以上でございます。 

○議長（松山 力弥）  次に、甲能地域振興課長。 

○地域振興課長（甲能 裕和）  ３番の福岡県移動スーパー参入促進費補助金の導入検討について

お答えいたします。 

 この補助金は、移動販売車で日常の買い物が不便な地域を巡回し、地元スーパーの食品や日用

品の販売を行う移動スーパーに取り組む事業者の支援としての事業に要する経費の一部を補助す

ることとなっております。 

 食品や日用品などの買い物の場を提供し、買い物に困っている高齢者等の購買意欲を高め、消

費を喚起することで、地域経済の活性化を図ることを目的としております。 

 補助対象者は、地元スーパー、移動販売事業者となっております。 

 補助率といたしまして、経費の３分の１以内または１５０万円のいずれか低いほうとなってお

ります。ただし、県が補助事業者に対する交付金の額は、市町村が事業者に対し補助する額の同

額以内となっております。 

 また、新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、売上げが前年同月比１５％以上減少している補

助対象事業者については、補助率の優遇や補助限度額のかさ上げがあります。 

 ただ、県の補助制度を利用する要件の一つに、市町村から補助を受けることが条件となってお

ります。町独自の補助制度をつくり、制度に基づいて町に補助申請を行った事業者が、県の補助

対象になれるということになっております。 

 須恵町において、それぞれの地域に地元スーパーが点在しており、買い物が不便な地域までと

は至らないのではないかと考えております。 

 また、今のところ移動スーパー導入に関心を示されているなどの意見はないと報告を受けてお

ります。 

 しかしながら、自動車の運転ができないなど、移動の困難な高齢者もおられます。民間の宅配

サービスの利用や買い物を代行してもらうなど、その方々が様々な形で対応されていることを認

識はしています。 

 そのような観点から見ますと、実際に品物を見て買い物をしたいという高齢者のニーズに対し、

移動販売車による取組は有効であるかと考えております。 

 町といたしましても、今後、事業者から参入の動きがあった場合は、積極的に情報提供を行う
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などの協力と、町の補助制度の導入の検討をしていきたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（松山 力弥）  稲永君。 

○議員（３番 稲永 辰己）  今、福祉課、課長さんから、ネットワークの構築の考えということ

でお尋ねしたところで、取組があるということでお答えいただいたんですが、私がこの件を質問

しようと思った時点で、ホームページ等を検索したときに、そのネットワークらしきものが検索

できなかった、検索の仕方が悪かったのかもしれませんけれども、ちょっと探すことができなか

ったということで、分かりやすく北九州市のこういったものが、いのちをつなぐネットワークと

いうような表示の仕方でホームページのほうに公開されてあったので、こういった形で分かりや

すく紹介していただければなということを感じました。 

 個人情報保護法の見解についてなんですけれども、須恵町個人情報保護条例ということの中に、

当該実施関係機関以外の者への情報の提供はしてはならない。しかし、次の各号のいずれかに該

当するときはこの限りではないというところで、４番目に、個人の生命、身体、健康、生活また

は財産の保護のため、緊急かつやむを得ないと認められるときは、その情報の共有をしていいの

かなというふうに判断をしたんですけれども、しかるべき人がしかるべき情報を知っておかない

と、いざ有事が起きたときに対応できないのではないかなということで、この質問をした次第で

ございます。 

 個人情報保護法という法の下で守られているように見えて、実際はその人は孤立無援の状態に

陥っている可能性というのがあるのではないかなということで、その辺をちょっと危惧するとこ

ろであります。 

 ですから、有事に備えるための情報を共有するために、例えば、民間企業さんたちと情報を共

有するネットワークがあるということでございましたので、その辺の情報の共有化の活性化と言

ったらおかしいですけれども、そういったことの取組をされたほうがいいのかなというふうに感

じております。 

 何でこんなことを申しますかといいますと、実際、私の組合の中で孤独死をされた方がいらっ

しゃって、その方の新聞受けには、新聞が何週か分かが郵便ポストに入ったままだったというこ

とがありまして、そういったことが町のほうには情報が流れていないで、何日かたってその方が

発見されたという事案がありました。そういうことも含めて、そういうことがないように、情報

の共有化をしていかれたらいいのかなというふうに思っております。 

 移動スーパーに関しましては、今、実際Ａコープが１１８件契約をされて、今、実際に動いて

あるわけなんですけれども、今後またＡコープのほうでは、第２弾のとくし丸を増設する考えが

あるというふうに聞いております。また、そういう状況の中で、高齢者もどんどん増えていくの
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は止められないと思いますし、買い物難民と呼ばれる方が増えていくのではないかなということ

で、そういうところを踏まえてこういった取組をされていただければ、買い物難民の解消になる

のではないかと思いました。 

 一応、私が聞いた中では、実質そういったことが須恵町の中で動いているということを確認で

きましたので、私の質問は、これで終わらさせていただきたいと思います。ありがとうございま

した。 

○議長（松山 力弥）  これにて一般質問を終結します。 

癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩・癩癩癩癩・癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩癩

○議長（松山 力弥）  以上で、本日の日程は全て終了しました。 

 本会議終了後、１３時４５分より全員協議会を開催しますので、特別会議室に御集合願います。 

 次の本会議は、１２月１１日午前１０時から行います。 

 本日は、これにて散会します。 

午後１時33分散会 

癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘癘


